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アメリカにおける憲法秩序としてのメリット・システム

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
憲
法
秩
序
と
し
て
の
メ
リ
ッ
ト
・
シ
ス
テ
ム

―
―
政
治
・
行
政
改
革
と
人
事
院
の
あ
り
方
―
―

岡　
　

田　
　

順　
　

太

は
じ
め
に

１
、
政
治
任
用
制
と
内
閣
人
事
局
構
想

２
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
メ
リ
ッ
ト
・
シ
ス
テ
ム
の
発
展

３
、一
九
七
八
年
公
務
員
制
度
改
革
に
よ
る
人
事
委
員
会
の
発
展
的
解
消

４
、
考　

察

お
わ
り
に

は
じ
め
に

　

本
稿
で
は
、
昨
今
の
わ
が
国
に
お
け
る
国
家
公
務
員
の
新
た
な
人
事
管
理
制
度
構
築
の
動
向
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
、
ア
メ
リ
カ
の

メ
リ
ッ
ト
・
シ
ス
テ
ム
（
資
格
任
用
制（

（
（

）
の
由
来
と
現
況
に
つ
い
て
分
析
を
行
い
、
メ
リ
ッ
ト
・
シ
ス
テ
ム
の
憲
法
上
の
意
義
づ
け
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に
つ
い
て
考
察
す
る
。
政
治
・
行
政
改
革
の
一
環
と
し
て
、
公
務
員
制
度
改
革
が
模
索
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
と
か
く
制

度
全
体
の
構
想
の
な
い
ま
ま
に
諸
外
国
の
制
度
の
導
入
を
提
唱
し
た
り
、
も
っ
ぱ
ら
政
治
任
用
制
の
拡
充
ば
か
り
を
急
い
だ
り
と

い
っ
た
こ
と
が
多
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
、
政
治
任
用
に
よ
る
公
務
員
が
メ
リ
ッ
ト
・
シ
ス
テ
ム
を
い
か
に
統
制
す
る
か
と

い
う
一
方
的
な
議
論
に
終
始
し
て
、
政
治
的
影
響
か
ら
メ
リ
ッ
ト
・
シ
ス
テ
ム
を
ど
の
よ
う
に
保
障
す
る
か
と
い
う
視
点
が
欠
け
て

い
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

こ
の
点
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
メ
リ
ッ
ト
・
シ
ス
テ
ム
は
、
政
治
・
経
済
・
社
会
情
勢
の
変
化
に
あ
わ
せ
て
独
自
の
発
展
を
遂
げ
、

今
日
で
は
憲
法
秩
序
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
の
公
務
員
任
用
と
い
う
と
政
治
任
用
制（（
（

が
注
目
さ
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
大

部
分
の
公
務
員
は
メ
リ
ッ
ト
・
シ
ス
テ
ム
に
依
拠
し
て
お
り
、
戦
後
に
制
定
さ
れ
た
わ
が
国
の
公
務
員
法
制
も
そ
の
影
響
を
大
き
く

受
け
て
い
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
メ
リ
ッ
ト
・
シ
ス
テ
ム
が
ど
の
よ
う
に
発
展
を
遂
げ
た
の
か
、
ま
た
、

今
日
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
状
況
に
な
っ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
憲
法
的
観
点
か
ら
概
観
す
る
。
そ
の
際
、
資
格
任
用
制
保
護
委
員

会
（M

erit System
 Protection Board

）
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
・
シ
ス
テ
ム
の
重
要
な
要
素
と
な
っ
て
い
る
機
関
の
由
来
や
組
織
・
権

限
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
、
わ
が
国
の
公
務
員
制
度
改
革
論
議
の
一
助
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
そ
れ
と
と
も
に
、
わ
が
国
の
人

事
院
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
簡
単
な
提
言
を
行
い
た
い
。
も
ち
ろ
ん
、
日
米
で
公
務
員
制
度
の
差
は
極
め
て
大
き
い
と
こ
ろ
で
あ
り
、

単
純
に
ア
メ
リ
カ
の
制
度
を
模
倣
す
れ
ば
よ
い
と
い
う
も
の
で
は
な
い
が
、
わ
が
国
に
お
い
て
政
治
任
用
制
の
積
極
的
活
用
を
目
指

そ
う
と
い
う
方
向
性
は
今
後
も
変
わ
ら
な
い
と
思
わ
れ
、
そ
の
際
、
ア
メ
リ
カ
を
念
頭
に
置
い
た
議
論
が
な
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
で

あ
ろ
う
こ
と
か
ら
、
現
在
の
ア
メ
リ
カ
の
メ
リ
ッ
ト
・
シ
ス
テ
ム
の
状
況
に
つ
い
て
理
解
し
て
お
く
意
義
は
あ
る
と
考
え
る（（
（

。

１
、
政
治
任
用
制
と
内
閣
人
事
局
構
想
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人
事
院
は
、
二
〇
〇
四
年
及
び
二
〇
〇
五
年
に
刊
行
さ
れ
た
年
次
報
告
書
（
公
務
員
白
書
）
に
お
い
て
、
主
要
諸
国
に
お
け
る
政

治
任
用
の
実
態（（
（

と
専
門
家
に
よ
る
分
析（（
（

を
特
集
記
事
と
し
て
掲
載
し
て
い
る
。
そ
も
そ
も
人
事
院
の
所
管
外
と
も
い
え
る
政
治
任
用

の
公
務
員
制
度
に
つ
い
て
、
二
年
連
続
で
調
査
・
検
討
を
行
う
と
い
う
こ
と
が
異
例
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
文
中
で
は
、「
本
稿

の
目
的
は
、
政
治
任
用
に
つ
い
て
特
定
の
方
向
性
を
示
す
こ
と
や
、
そ
の
あ
る
べ
き
姿
に
つ
い
て
人
事
院
の
考
え
を
紹
介
す
る
こ
と

で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
予
断
を
与
え
ず
に
、
客
観
的
な
資
料
を
提
供
し
、
各
方
面
で
の
議
論
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る（（
（

」

と
述
べ
る
が
、
公
職
選
挙
法
改
正
に
よ
り
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
配
布
が
解
禁
さ
れ
た
二
〇
〇
三
年
の
総
選
挙
で
、
当
時
の
民
主
党
が
「
脱

官
僚
」
を
掲
げ
て
躍
進
し
た
こ
と
と
無
関
係
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る（（
（

。
二
〇
〇
三
年
の
民
主
党
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
で
は
、「
事
務

次
官
会
議
の
廃
止
」
や
「
事
務
次
官
や
局
長
ク
ラ
ス
に
は
、
政
権
公
約
を
は
じ
め
と
す
る
民
主
党
の
基
本
政
策
へ
の
全
面
的
協
力
を

求
め
る
こ
と
と
し
、
協
力
を
誓
約
す
る
も
の
を
任
用
し
て
、
政
治
主
導
を
実
現
す
る
体
制
を
」
構
築
す
る
こ
と
な
ど
が
掲
げ
ら
れ
て

い
た（（
（

。
従
来
に
な
い
政
治
主
導
の
本
格
導
入
を
提
唱
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
な
か
で
も
政
治
任
用
制
に
関
し
て
、
前
提
と
な
る

各
国
の
政
治
シ
ス
テ
ム
が
全
く
異
な
る
の
に
、
そ
の
違
い
を
「
捨
象
し
て
政
治
任
用
の
外
形
の
み
を
取
り
出
し
、
我
が
国
に
当
て
は

め
て
議
論
す
る
こ
と
は
危
険
で
あ
る（（
（

」
と
、
暗
に
警
鐘
を
鳴
ら
す
意
図
が
、
人
事
院
に
全
く
な
か
っ
た
と
は
言
い
切
れ
な
い
だ
ろ
う
。

　

二
〇
〇
九
年
に
政
権
交
代
を
果
た
し
た
民
主
党
は
、
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
掲
げ
た
政
治
任
用
を
実
現
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
自

ら
の
政
党
職
員
二
五
名
を
非
常
勤
の
一
般
職
国
家
公
務
員
で
あ
る
「
内
閣
官
房
専
門
調
査
員
」
に
採
用
し
、
新
た
な
形
態
で
の
官
邸

ス
タ
ッ
フ
の
政
治
任
用
と
い
う
試
み
を
行
っ
た（（（
（

。
し
か
し
、
旧
社
会
党
事
務
局
が
主
な
出
身
母
体
と
な
っ
て
い
る
こ
れ
ら
の
ス
タ
ッ

フ
に
よ
り
、
党
所
属
議
員
の
監
視
の
目
が
届
か
な
い
と
こ
ろ
で
政
策
が
立
案
、
実
行
さ
れ
て
い
る
と
の
指
摘
も
な
さ
れ
て
い
る（（（
（

。
ま

た
、
菅
内
閣
で
は
、
各
省
庁
へ
の
不
信
感
な
ど
か
ら
首
相
の
「
知
恵
袋
」
と
も
言
う
べ
き
内
閣
官
房
参
与
や
内
閣
特
別
顧
問
、
内
閣

府
参
与
な
ど
の
政
治
任
用
に
よ
る
「
令
外
官
」
が
急
増
し
た
が（（（
（

、
実
際
上
の
成
果
が
は
っ
き
り
見
え
て
こ
な
い
ば
か
り
か（（（
（

、
参
与
が

辞
任
し
て
政
権
内
部
の
足
並
み
の
乱
れ
を
露
呈
す
る
結
果
に
も
つ
な
が
る
な
ど（（（
（

、
政
治
任
用
制
が
「
不
必
要
に
政
治
家
と
官
僚
を
分
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離
し
た
り
、
官
僚
の
行
動
を
規
制
し
た
り
す
る
こ
と
は
、
政
治
家
の
側
の
自
信
の
な
さ
の
表
れ（（（
（

」
と
し
て
用
い
ら
れ
る
際
の
弊
害
を

顕
わ
に
し
た
。

　

他
方
、
二
〇
一
二
年
に
政
権
奪
取
を
果
た
し
た
第
二
次
安
倍
内
閣
は
、
中
央
省
庁
の
幹
部
人
事
を
政
治
主
導
で
一
元
的
に
実
施
し

よ
う
と
「
内
閣
人
事
局
」
設
置
を
目
指
し
て
い
る（（（
（

。
こ
の
構
想
は
二
〇
〇
七
年
に
第
一
次
安
倍
内
閣
で
設
置
さ
れ
た
「
公
務
員
制
度

の
総
合
的
な
改
革
に
関
す
る
懇
談
会
」
が
二
〇
〇
八
年
に
報
告
書
（
懇
談
会
報
告
書（

（（
（

）
で
示
し
た
「
内
閣
人
事
庁
」
構
想
を
基
に
し

た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
受
け
て
国
家
公
務
員
制
度
改
革
基
本
法
（
平
成
二
〇
年
法
律
六
八
号
）
が
制
定
さ
れ
た
。

　

同
法
一
一
条
で
は
、
内
閣
官
房
長
官
が
「
政
府
全
体
を
通
ず
る
国
家
公
務
員
の
人
事
管
理
に
つ
い
て
、
国
民
に
説
明
す
る
責
任
を

負
う
」（
一
号
）
と
と
も
に
、
総
務
省
や
人
事
院
な
ど
に
分
散
し
て
い
る
国
家
公
務
員
の
人
事
行
政
に
つ
い
て
「
内
閣
官
房
に
移
管

す
る
」（
二
号
）
と
定
め
、
そ
れ
ら
事
務
を
担
う
「
内
閣
人
事
局
」
を
内
閣
官
房
に
設
置
す
る
こ
と
と
し
て
い
る（（（
（

。

　

こ
の
懇
談
会
報
告
書
に
つ
い
て
は
、「
公
務
員
人
事
の
現
状
に
関
す
る
問
題
点
の
強
調
に
重
点
を
置
く
き
ら
い
が
あ
り
、
こ
れ
を

改
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
る
可
能
性
が
あ
る
デ
メ
リ
ッ
ト
へ
の
目
配
り
は
手
薄
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
」
と
の
指
摘
が
な
さ
れ

て
い
る（（（
（

。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、「
硬
直
性
が
高
い
と
さ
れ
る
公
務
員
人
事
の
運
用
実
態
は
、
一
面
に
お
い
て
は
公
務
員
法
が
予
定
し
て

い
た
公
務
員
の
政
治
的
中
立
性
確
保
の
仕
組
み
が
、
長
期
勤
続
を
主
体
と
す
る
実
態
の
下
で
…
…
十
分
に
機
能
し
な
い
こ
と
に
対
す

る
補
完
の
機
能
」
を
有
し
て
お
り
、
公
務
員
人
事
の
硬
直
性
や
公
務
員
集
団
の
自
律
性
を
「
単
に
緩
和
し
て
内
閣
や
大
臣
の
決
定
権

限
を
拡
大
す
れ
ば
よ
い
と
は
い
え
ず
、
同
時
に
政
治
的
中
立
性
確
保
の
た
め
の
新
た
な
仕
組
み
の
検
討

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

が
必
要
に
な
る
で
あ
ろ
う
」

（
傍
点
筆
者（

（（
（

）
と
す
る
。
こ
う
し
た
公
務
員
人
事
の
政
治
的
中
立
性
を
確
保
す
る
仕
組
み
は
「
内
閣
人
事
庁
」
構
想
に
は
見
え
て
こ

な
い（（（
（

。

　

ま
た
、
懇
談
会
報
告
書
は
全
体
と
し
て
憲
法
的
視
点
か
ら
の
考
察
が
手
薄
で
あ
る
。
ま
ず
憲
法
七
三
条
四
号
が
「
法
律
の
定
め
る

基
準
に
従
ひ
、
官
吏
に
関
す
る
事
務
を
掌
理
す
る
こ
と
」
を
内
閣
の
権
限
と
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
内
閣
の
有
す
る
任
命
権
は
、
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そ
の
直
属
す
る
機
関
（
内
閣
府
を
除
く
。）
に
属
す
る
官
職
に
限
ら
れ
る
」（
国
家
公
務
員
法
五
五
条
一
項
）
と
さ
れ
、
基
本
的
な
任
命

権
者
は
各
省
大
臣
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、「
憲
法
七
三
条
四
号
が
内
閣
に
行
政
部
職
員
の
人
事
権
を
与
え
る
趣
旨
の
中

に
、
内
閣
に
よ
る
政
策
の
形
成
実
現
の
確
保
が
含
ま
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
政
策
の
企
画
立
案
や
業
務
管
理
に
携
わ
る
上
級
職
の
人
事

権
を
各
省
大
臣
に
分
散
し
て
持
た
せ
る
国
家
公
務
員
法
五
五
条
の
在
り
方
」
は
、
憲
法
七
三
条
四
号
の
趣
旨
を
損
ね
る
と
し
て
、

「
批
判
的
に
見
直
す
必
要
が
あ
る
」
と
の
指
摘
が
あ
る（（（
（

。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
内
閣
に
幹
部
公
務
員
の
人
事
を
一
元
化
す
る
国
家
公
務

員
制
度
改
革
は
、
憲
法
の
趣
旨
に
合
致
す
る
も
の
と
い
え
よ
う（（（
（

。

　

た
だ
、
そ
れ
に
と
ど
ま
ら
ず
、
国
家
公
務
員
の
政
治
的
中
立
性
に
つ
い
て
も
、
こ
こ
で
併
せ
て
論
じ
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
と

い
う
の
が
本
稿
の
主
眼
に
あ
る
。
つ
ま
り
、
公
務
員
の
政
治
的
中
立
性
と
人
事
の
政
治
的
中
立
性
は
、
実
務
上
、
表
裏
一
体
の
関
係

に
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
両
者
が
切
り
離
さ
れ
て
（
す
な
わ
ち
前
者
は
憲
法
学
、
後
者
は
行
政
学
の
領
域
と
し
て
、）
論
じ
ら
れ
る
き

ら
い
が
あ
る（（（
（

。
ま
た
、
憲
法
学
に
お
い
て
は
、
公
務
員
の
政
治
活
動
の
自
由
を
表
現
の
自
由
の
文
脈
で
論
じ
る
の
が
一
般
的
で
あ
る

が
、
筆
者
は
、
メ
リ
ッ
ト
・
シ
ス
テ
ム
の
保
障
の
観
点
か
ら
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

こ
の
点
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
公
務
員
の
政
治
活
動
を
規
制
す
る
ハ
ッ
チ
法
（
一
九
三
九
年
）
が
、
政
治
任
用
さ
れ
た
上
級
公
務

員
か
ら
の
影
響
を
排
除
し
て
官
僚
機
構
の
政
治
マ
シ
ー
ン
化
を
防
ぎ
、
代
議
制
的
統
治
シ
ス
テ
ム
を
支
え
る
メ
リ
ッ
ト
・
シ
ス
テ
ム

を
保
障
す
る
趣
旨
で
制
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば（（（
（

、
日
本
に
お
い
て
ア
メ
リ
カ
の
メ
リ
ッ
ト
・
シ
ス
テ
ム
を
参
照
す
る
こ
と

は
大
い
に
意
義
の
あ
る
こ
と
だ
と
考
え
る（（（
（

。
次
節
に
お
い
て
は
、
そ
の
仕
組
み
を
概
観
す
る
。

２
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
メ
リ
ッ
ト
・
シ
ス
テ
ム
の
発
展

　

ア
メ
リ
カ
の
公
務
員
任
用
に
特
徴
的
な
政
治
任
用
制
は
、
建
国
初
期
に
い
く
つ
か
の
基
本
的
性
格
が
形
成
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る（（（
（

。
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そ
の
う
ち
で
最
も
重
要
な
の
が
法
的
根
拠
と
な
る
合
衆
国
憲
法
二
条
二
節
二
項
で
あ
り
、
大
統
領
に
は
上
院
の
助
言
と
承
認
を
得
て
、

大
使
や
最
高
裁
判
所
裁
判
官
、
主
要
な
上
級
公
務
員
の
任
命
を
す
る
権
限
が
与
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
同
項
た
だ
し
書
き
の
規
定
は
、

連
邦
議
会
が
法
律
に
よ
り
、
上
院
の
承
認
な
く
大
統
領
が
任
命
し
た
り
、
各
省
の
長
官
が
任
命
し
た
り
す
る
公
務
員
を
定
め
る
こ
と

が
で
き
る
と
規
定
す
る
。
こ
れ
を
受
け
、
連
邦
の
法
律
に
お
い
て
、「
各
執
行
部
の
省
庁
、
軍
事
機
関
及
び
Ｄ
Ｃ
特
別
区
政
府
は
、

連
邦
議
会
が
各
年
承
認
す
る
と
こ
ろ
の
、
本
章
五
一
節
に
基
づ
き
認
め
ら
れ
た
各
職
階
に
お
け
る
所
定
の
職
員
数
を
任
用
す
る
こ
と

が
で
き
る
。」
と
の
一
般
的
規
定
が
置
か
れ
て
い
る
（5 U

.S.C. 310 1

（
（（
（

）。

　

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
政
治
任
用
権
限
を
活
用
し
、
論
功
行
賞
と
結
び
つ
け
た
猟
官
制
（
ス
ポ
イ
ル
ズ
・
シ
ス
テ
ム
）
を
定
着
さ
せ

た
の
が
、
第
七
代
の
ジ
ャ
ク
ソ
ン
大
統
領
（A

ndrew
 Jackson

）
で
あ
る
。
ジ
ャ
ク
ソ
ン
は
自
ら
を
そ
れ
ま
で
の
エ
リ
ー
ト
主
義
的

な
代
表
で
は
な
く
、
一
般
庶
民
の
代
表
で
あ
る
こ
と
を
印
象
づ
け
よ
う
と
し
た
が
、
猟
官
制
も
そ
の
一
つ
の
手
法
と
位
置
づ
け
ら
れ

る
。「
ジ
ャ
ク
ソ
ン
は
、
す
べ
て
の
人
が
公
職
に
適
任
で
あ
る
か
の
よ
う
に
思
わ
せ
、
彼
に
投
票
し
た
普
通
の
人
々
が
彼
を
慕
う
よ

う
に
意
図
し
た
姿
勢
を
示
し
た（（（
（

」
と
も
評
さ
れ
る
。
も
っ
と
も
、
一
九
世
紀
の
ア
メ
リ
カ
は
政
府
の
規
模
も
現
在
と
比
べ
て
さ
ほ
ど

大
き
い
も
の
で
は
な
く
、
大
き
な
州
で
さ
え
経
済
を
統
制
す
る
に
は
弱
い
手
段
し
か
持
ち
え
ず
、「
多
く
の
検
査
や
免
許
に
関
す
る

法
律
、
度
量
衡
に
関
す
る
法
律
は
、
お
そ
ら
く
徹
底
し
た
執
行
が
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
」
と
考
え
ら
れ
る（（（
（

。
当
時
は
、
近
代
国
家

に
不
可
欠
な
要
素
と
い
え
る
強
力
な
徴
税
権
と
、
訓
練
さ
れ
た
公
務
員
に
欠
け
る
状
況
に
あ
っ
た
と
さ
れ
る（（（
（

。
ま
た
、
訓
練
さ
れ
た

公
務
員
の
不
足
す
る
状
況
に
あ
っ
て
、
ジ
ャ
ク
ソ
ン
大
統
領
で
も
、
単
な
る
論
功
行
賞
で
は
な
く
、
能
力
や
教
育
を
持
つ
エ
リ
ー
ト

育
ち
の
人
間
を
登
用
す
る
傾
向
に
あ
っ
た
と
さ
れ（（（
（

、
政
府
に
適
任
者
が
い
な
い
場
合
、
弁
護
士
が
そ
れ
を
補
っ
て
い
た
の
で
あ
る（（（
（

。

　

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
猟
官
制
が
見
直
さ
れ
、
メ
リ
ッ
ト
・
シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ
れ
る
契
機
と
な
っ
た
の
が
、
第
二
〇
代
の
ガ
ー

フ
ィ
ー
ル
ド
大
統
領
（Jam

es A
. Garfield

）
の
暗
殺
で
あ
る
。
大
統
領
の
当
選
は
自
ら
の
貢
献
に
よ
る
も
の
と
確
信
し
て
い
た
ギ

ト
ウ
（Charles J. Guiteau

）
が
、
外
交
官
の
ポ
ス
ト
を
求
め
た
が
叶
わ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
就
任
間
も
な
い
大
統
領
に
対
す
る
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凶
行
に
及
び（（（
（

、
猟
官
制
の
問
題
点
を
顕
わ
に
し
た
。
元
々
、
ガ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド
自
身
が
公
務
員
制
度
改
革
と
し
て
猟
官
制
の
見
直
し

を
試
み
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
奇
し
く
も
自
ら
の
死
に
よ
っ
て
、
そ
れ
が
実
現
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
い
わ
ゆ
る
ペ
ン
ド

ル
ト
ン
法
（
一
八
八
三
年
）
制
定（（（
（

に
よ
り
、
人
事
委
員
会
（Civil Service Com

m
ission

）
が
設
置
さ
れ
、
政
治
的
思
惑
に
よ
っ
て
で

は
な
く
資
格
（
メ
リ
ッ
ト
）
を
基
準
に
し
て
公
職
の
任
用
が
な
さ
れ
て
い
る
か
を
審
査
す
る
仕
組
み
が
置
か
れ
る
よ
う
に
な
る（（（
（

。
一

連
の
改
革
に
伴
い
、
共
和
党
は
政
治
的
党
派
の
集
合
体
か
ら
よ
り
統
合
さ
れ
た
政
党
へ
と
変
化
し
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
ガ
ー

フ
ィ
ー
ル
ド
大
統
領
の
任
期
は
極
め
て
短
い
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
選
出
さ
れ
る
「
よ
り
強
力
な
大
統
領
の
先
駆
者
」
で
あ
っ

た
と
評
さ
れ
る（（（
（

。
も
っ
と
も
、「
こ
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
・
シ
ス
テ
ム
に
基
づ
く
職
業
公
務
員
は
、
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
の
事
務
職
や

郵
便
・
税
関
職
員
を
中
心
と
し
た
一
割
強
程
度
で
あ
り
、
そ
れ
が
多
く
を
占
め
る
に
至
る
の
に
は
、
一
九
二
三
年
の
分
類
法
の
制
定

を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い（（（
（

」
と
い
う
評
価
も
あ
る
。

　

ち
な
み
に
、
こ
の
頃
に
制
定
さ
れ
た
一
八
九
四
年
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
憲
法
五
節
九
条
（
現
行
憲
法
六
条
）
に
は
、
州
の
公
務
員
が
、

可
能
な
限
り
の
競
争
試
験
を
行
い
、「
資
格
及
び
適
性
を
考
査
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
」
任
用
と
昇
進
が
行
わ
れ
る
べ
き
旨
の
規
定
が

置
か
れ
て
い
た
。
こ
う
し
た
背
景
に
は
、
一
九
世
紀
後
半
に
食
品
衛
生
関
連
法
規
や
児
童
労
働
禁
止
法
規
が
、
連
邦
や
州
レ
ベ
ル
で

制
定
さ
れ
、
法
執
行
や
関
連
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
に
お
い
て
専
門
的
な
知
識
を
有
す
る
公
務
員
の
存
在
が
不
可
欠
に
な
っ
て
き
た
こ

と
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る（（（
（

。
少
な
く
と
も
一
九
世
紀
後
半
の
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
官
僚
機
構
の
拡
大
は
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
の
法
則
に

見
ら
れ
る
よ
う
な
官
僚
制
の
病
理
と
い
う
よ
り
は
、
増
大
す
る
行
政
需
要
と
い
う
社
会
的
要
請
に
応
え
た
面
が
大
き
い
と
の
見
方
が

あ
る（（（
（

。

　

そ
の
後
、
メ
リ
ッ
ト
・
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
法
や
組
織
整
備
が
進
む
の
で
あ
る
が
、
人
事
に
対
す
る
政
治
的
介
入
は
続
い
て
い
く
。

一
説
に
は
、
一
九
七
四
年
の
ア
ー
ネ
ッ
ト
対
ケ
ネ
デ
ィ
判
決（（（
（

が
最
高
裁
で
出
さ
れ
る
ま
で
は
、
下
級
公
務
員
で
あ
っ
て
も
、
人
種
や

宗
教
に
よ
る
差
別
な
ど
違
憲
性
の
問
題
が
出
な
い
限
り
、
大
統
領
の
示
す
政
策
に
反
対
す
る
か
支
持
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
解
雇
さ
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れ
る
と
い
う
こ
と
が
、
今
日
よ
り
も
容
易
に
な
さ
れ
て
い
た
と
い
う（（（
（

。
ロ
イ
ド
・
ラ
フ
ォ
レ
ッ
ト
法
（
一
九
一
二
年
）
が
正
当
な

「
事
由
（cause

）」
に
よ
る
処
分
を
定
め
て
い
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
「
政
治
的
に
寄
与
し
な
か
っ
た
こ
と
を
理
由
に
解
雇
す
る
こ

と
を
禁
止
す
る
と
し
か
読
め
な
い
言
葉（（（
（

」
と
取
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
広
汎
な
人
事
権
を
制
限
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
一
九
七
四
年
の
ケ
ネ
デ
ィ
判
決
は
相
対
多
数
意
見
に
お
い
て
、「
業
務
の
効
率
性
を
向
上
し
う
る
と
い
う
事
由
」

の
た
め
に
解
雇
ま
た
は
無
給
停
職
を
認
め
て
い
た
当
時
の
法
律
（5 U

.S.C. 7501 (a)

）
に
つ
い
て
漠
然
・
広
汎
故
に
無
効
で
あ
る
と

の
主
張
に
対
し
、
ハ
ッ
チ
法
の
合
憲
性
を
示
し
た
先
例（（（
（

な
ど
を
も
と
に
、「
事
由
」
の
範
囲
を
限
定
し
て
合
憲
と
の
判
断
を
示
し
て

い
る
。
例
え
ば
、
人
事
委
員
会
が
、
民
間
企
業
に
お
け
る
労
使
関
係
の
よ
う
に
、
政
府
内
に
お
け
る
労
使
関
係
の
積
み
重
ね
ら
れ
た

原
則
が
何
で
あ
る
か
を
示
し
た
こ
と
や
、
人
事
当
局
の
法
律
顧
問
が
解
釈
と
し
て
示
し
た
こ
と
が
、
法
律
の
文
言
を
解
釈
す
る
際
に

参
照
さ
れ
る
べ
き
と
述
べ
て
お
り（（（
（

、
そ
れ
ら
の
解
釈
を
有
権
的
に
扱
い
、
こ
れ
を
前
提
に
し
た
限
定
解
釈
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
同
判
決
は
、
真
実
に
基
づ
か
ず
、
ま
た
、
容
認
で
き
な
い
行
政
的
訴
追
に
よ
っ
て
違
法
に
烙
印
を
押
さ
れ
る
こ
と
か
ら
連

邦
職
員
の
自
由
の
利
益
を
保
護
す
る
の
に
、
人
事
委
員
会
に
よ
る
解
雇
後
の
聴
聞
手
続
が
十
分
機
能
し
て
い
る
と
も
述
べ
て
い
る（（（
（

。

こ
の
点
に
お
い
て
、
人
事
委
員
会
が
メ
リ
ッ
ト
・
シ
ス
テ
ム
の
番
人
と
し
て
憲
法
秩
序
の
一
部
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
取

る
こ
と
も
で
き
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
判
決
に
お
け
る
位
置
づ
け
と
は
異
な
り
、
実
際
の
人
事
委
員
会
が
メ
リ
ッ
ト
・
シ
ス
テ
ム
の
番
人
と

ま
で
呼
べ
る
存
在
だ
っ
た
か
は
疑
問
が
あ
る
。
特
に
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
ゲ
ー
ト
期
に
お
い
て
は
、
党
派
的
な
干
渉
か
ら
公
務
員
制
度
を

擁
護
し
き
れ
な
か
っ
た
と
さ
れ
、
ニ
ク
ソ
ン
と
そ
の
側
近
た
ち
が
政
権
を
離
れ
る
ま
で
メ
リ
ッ
ト
・
シ
ス
テ
ム
の
理
念
が
侵
さ
れ
る

の
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
評
さ
れ
て
い
る（（（
（

。
そ
し
て
、
こ
れ
が
一
九
七
八
年
の
公
務
員
制
度
改
革
法
に
結
び
つ
い
て
い
く

の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
う
し
た
事
態
の
背
景
に
は
、
人
事
行
政
の
独
立
性
を
緩
和
せ
ざ
る
を
得
な
い
事
情
が
あ
っ
た
こ
と
に
も
留
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意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
、
一
九
七
八
年
公
務
員
制
度
改
革（（（
（

に
よ
る
人
事
委
員
会
の
発
展
的
解
消

　

一
九
七
八
年
一
月
一
日
を
も
っ
て
人
事
委
員
会
は
廃
止
さ
れ
、
そ
の
機
能
は
新
た
に
設
け
ら
れ
た
人
事
管
理
庁
（O

ffi
ce of Per­

sonnel M
anagem

ent
）
と
、
資
格
任
用
制
保
護
委
員
会
（
Ｍ
Ｓ
Ｐ
Ｂ
）
と
い
う
独
立
機
関
に
継
承
さ
れ
た（（（
（

。

　
（
１
）　

Ｍ
Ｓ
Ｐ
Ｂ
設
置
の
背
景

　

準
司
法
的
機
能
を
有
す
る
独
立
行
政
委
員
会
で
あ
る
Ｍ
Ｓ
Ｐ
Ｂ
は
三
名
の
委
員
で
構
成
さ
れ
、
い
ず
れ
も
上
院
の
承
認
を
得
て
大

統
領
が
任
命
す
る
。
Ｍ
Ｓ
Ｐ
Ｂ
の
責
務
は
、
資
格
任
用
制
を
保
護
し
、
同
制
度
下
の
個
人
の
権
利
を
保
障
す
る
こ
と
に
あ
る
と
さ
れ

る
（
（（
（

。
Ｍ
Ｓ
Ｐ
Ｂ
は
、
人
事
委
員
会
が
有
し
て
い
た
被
用
者
か
ら
の
不
服
審
査
権
限
を
引
き
継
ぐ
と
と
も
に
、
新
た
に
資
格
任
用
制
の

研
究
の
責
務
な
ど
の
権
限
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
Ｍ
Ｓ
Ｐ
Ｂ
が
人
事
委
員
会
を
改
組
し
た
人
事
管
理
庁
（
Ｏ
Ｐ
Ｍ
）
と
は
独
立
し
て

設
置
さ
れ
た
背
景
に
は
、
政
治
的
中
立
性
を
担
保
す
る
た
め
の
機
構
改
革
の
必
要
性
が
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
そ
れ
は
メ
リ
ッ
ト
・
シ

ス
テ
ム
の
保
護
と
同
時
に
効
率
的
な
行
政
運
営
の
実
現
と
い
う
、
要
請
に
応
え
る
た
め
の
も
の
で
も
あ
っ
た
。

　

二
〇
世
紀
に
入
り
肥
大
化
す
る
行
政
機
構
の
非
効
率
性
に
対
し
て
、
大
統
領
が
主
導
権
を
発
揮
す
べ
く
設
置
さ
れ
た
の
が
大
統
領

執
政
府
（Executive O

ffi
ce of the President

）
で
あ
る
。
ブ
ラ
ウ
ン
ロ
ー
委
員
会
報
告
書
（
一
九
三
七
年
）
を
も
と
に
、
当
時
の

フ
ラ
ン
ク
リ
ン
・
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
（Franklin D

. Roosevelt

）
大
統
領
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
た
こ
の
機
関
も
人
事
行
政
と
無
縁
で
は

な
い（（（
（

。
も
と
も
と
、
メ
リ
ッ
ト
・
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
あ
た
り
「
政
治
・
行
政
分
断
論
は
そ
の
理
論
的
な
表
現
で
あ
る
。
そ
れ
を
制

度
的
に
表
現
し
た
も
の
は
人
事
委
員
会
そ
の
も
の
で
あ
る（（（
（

」
と
評
さ
れ
る
よ
う
に
、
官
僚
機
構
の
政
治
マ
シ
ー
ン
化
を
防
ぎ
、
政
党
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政
治
か
ら
の
分
離
を
必
要
と
す
る
が
、
そ
れ
は
同
時
に
、
通
常
の
行
政
活
動
と
人
事
行
政
活
動
と
の
分
離
に
よ
る
非
効
率
を
不
可
避

的
に
招
く
こ
と
に
な
る
。
そ
の
た
め
、
職
階
制
を
中
心
と
す
る
「
科
学
的
人
事
行
政
の
展
開（（（
（

」
は
批
判
に
さ
ら
さ
れ
、
他
方
で
、
意

思
決
定
を
迅
速
に
す
る
た
め
に
人
事
委
員
会
を
独
任
制
の
機
関
に
改
組
す
べ
き
な
ど
と
し
た
提
言
が
さ
れ
る
よ
う
に
な
る（（（
（

。
ま
た
、

予
算
編
成
の
よ
う
な
他
の
行
政
権
限
と
と
も
に
、
人
事
行
政
も
大
統
領
の
重
要
な
行
政
管
理
事
項
と
し
て
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

人
事
委
員
会
の
改
組
も
目
論
ま
れ
て
い
た
が（（（
（

、
大
統
領
執
政
府
（
Ｅ
Ｏ
Ｐ
）
設
置
に
あ
た
っ
て
は
人
事
管
理
担
当
連
絡
事
務
所

（Liaison O
ffi

ce of Personnel M
anagem

ent

）
が
設
置
さ
れ
る
に
と
ど
ま
っ
た（（（
（

。
と
こ
ろ
が
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
（D

w
ight D

. 

Eisenhow
er

）
大
統
領
は
、
連
絡
事
務
所
を
廃
止
す
る
一
方
で（（（
（

、
人
事
委
員
会
委
員
長
を
Ｅ
Ｏ
Ｐ
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
登
用
し
、
従

前
の
役
割
を
担
わ
せ
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
慣
行
は
ケ
ネ
デ
ィ
政
権
以
降
も
続
き
、「
漸
次
、
人
事
委
員
会
は
大
統

領
の
手
足
と
し
て
そ
の
『
新
し
い
哲
学
』
を
実
践
す
る
こ
と
に
な
っ
た（（（
（

」
と
評
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
大
統
領
と
人
事
委
員
会
の
関
係

は
、
持
ち
つ
持
た
れ
つ
の
関
係
に
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
ケ
ネ
デ
ィ
政
権
か
ら
ジ
ョ
ン
ソ
ン
政
権
に
か
け
て
の
人
事
委
員
会
委
員
長
で

あ
っ
た
メ
イ
シ
ー
（John W

. M
acy

）
は
、
同
時
に
Ｅ
Ｏ
Ｐ
の
人
事
顧
問
を
務
め
て
い
た
が
、
メ
リ
ッ
ト
・
シ
ス
テ
ム
の
原
理
に
対

す
る
大
統
領
の
強
力
な
支
援
を
味
方
に
つ
け
て
人
事
行
政
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
と
さ
れ
る（（（
（

。
し
か
し
、
ニ
ク
ソ
ン
政
権
に
至
り
、

そ
れ
ま
で
の
微
妙
な
パ
ワ
ー
バ
ラ
ン
ス
の
均
衡
が
破
ら
れ
、
人
事
委
員
会
委
員
長
が
も
っ
ぱ
ら
大
統
領
の
部
下
と
し
て
責
任
を
果
た

す
地
位
へ
と
陥
っ
て
し
ま
い
、
大
統
領
か
ら
の
不
当
な
影
響
力
行
使
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
に
な
る（（（
（

。
こ
の
点
は
、
議
会
で
も
問
題
視

さ
れ（（（
（

、
一
九
七
八
年
の
公
務
員
制
度
改
革
法
（Civil Service Reform

 A
ct

）
の
制
定
、
そ
し
て
、
Ｍ
Ｓ
Ｐ
Ｂ
の
設
置
へ
と
つ
な
が

る
こ
と
に
な
る
。

　

ペ
ン
ド
ル
ト
ン
法
制
定
以
来
、
良
く
も
悪
く
も
官
僚
的
形
式
主
義
（red tape

）
が
形
成
さ
れ
、
政
治
的
圧
力
か
ら
の
安
全
弁
と

し
て
機
能
し
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
ゲ
ー
ト
期
に
お
い
て
は
そ
れ
が
役
に
立
た
ず
、
ま
た
ハ
ッ
チ
法
が
あ
っ
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
資
格
任
用
制
の
理
念
を
損
ね
る
動
き
を
食
い
止
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
、
人
事
委
員
会
は
、
ニ
ク
ソ
ン
大
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統
領
と
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
の
側
近
た
ち
が
辞
任
す
る
ま
で
、
資
格
任
用
制
の
原
理
を
損
ね
る
動
き
を
食
い
止
め
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
と
さ
れ
る（（（
（

。

　

こ
れ
に
対
し
て
は
、
ア
メ
リ
カ
な
ら
で
は
の
制
度
設
計
、
す
な
わ
ち
人
事
委
員
会
機
能
の
分
権
化
（decentralize

）
に
よ
っ
て
対

応
が
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
Ｏ
Ｐ
Ｍ
設
置
に
よ
る
人
事
行
政
の
効
率
化
と
Ｍ
Ｓ
Ｐ
Ｂ
設
置
に
よ
る
政
治
的
中
立
性
確
保
と
い
う
二

元
的
人
事
行
政
体
制
を
構
築
す
る
と
い
う
方
式
で
メ
リ
ッ
ト
・
シ
ス
テ
ム
の
再
構
築
が
図
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

ち
な
み
に
、
こ
れ
に
先
立
ち
一
九
七
七
年
に
連
邦
議
会
下
院
に
提
出
さ
れ
た
「
連
邦
職
員
政
治
的
活
動
法
案（（（
（

」
で
は
、
人
事
委
員

会
の
法
律
顧
問
（General Counsel

）
ま
た
は
委
員
会
が
指
定
す
る
委
員
会
の
職
員
を
「
執
行
機
関
」（enforcing authority

）
と

定
義
づ
け
（
§7322 (6)

）、
執
行
機
関
が
ハ
ッ
チ
法
の
禁
止
す
る
活
動
を
調
査
報
告
し
、
訴
追
す
る
者
と
定
め
る
（
§7327 (a

（
（（
（

)

）。
ま
た
、

同
年
、
上
院
に
提
出
さ
れ
た
「
連
邦
職
員
政
治
的
活
動
法
案（（（
（

」
で
は
、
人
事
委
員
会
と
は
別
の
機
関
と
し
て
「
連
邦
職
員
の
政
治
的

活
動
委
員
会
（Board on Political A
ctivities of Federal Em

ployees

）」
を
設
置
し
、
人
事
委
員
会
が
調
査
報
告
し
、
訴
追
し
た

上
で
、
連
邦
職
員
の
政
治
的
活
動
委
員
会
が
処
分
を
決
定
す
る
仕
組
み
が
構
想
さ
れ
て
い
た
。
一
九
七
八
年
改
革
法
（
Ｃ
Ｓ
Ｒ
Ａ
）

以
前
よ
り
、
分
権
化
に
よ
る
人
事
委
員
会
改
革
の
青
写
真
は
描
か
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　

新
設
さ
れ
た
Ｏ
Ｐ
Ｍ
に
は
、
旧
人
事
委
員
会
の
施
設
と
ほ
と
ん
ど
の
職
員
が
引
き
継
が
れ
た
。
そ
し
て
、
人
事
委
員
会
委
員
長
か

ら
初
代
Ｏ
Ｐ
Ｍ
長
官
と
な
っ
た
キ
ャ
ン
ベ
ル
（Scotty Cam

pbell
）
は
、
財
政
に
お
け
る
大
統
領
執
政
府
の
行
政
予
算
局
（O

ffi
ce 

of M
anagem

ent and Budget

）
と
同
様
に
、
人
事
行
政
に
お
い
て
Ｏ
Ｐ
Ｍ
が
大
統
領
の
た
め
の
役
割
を
果
た
す
旨
の
発
言
を
し
て

い
る（（（
（

。
人
事
委
員
会
か
ら
Ｍ
Ｓ
Ｐ
Ｂ
を
切
り
離
す
こ
と
で
、
政
治
的
中
立
性
の
要
請
に
気
兼
ね
す
る
こ
と
な
く
、
大
統
領
の
補
佐
機

関
と
し
て
活
動
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
他
方
、
Ｍ
Ｓ
Ｐ
Ｂ
は
Ｏ
Ｐ
Ｍ
の
活
動
を
監
視
す
る
役
割
が
与
え
ら
れ
た
が
、
設

立
当
初
は
人
員
・
予
算
そ
の
他
に
お
い
て
十
分
で
は
な
く（（（
（

、
一
部
に
は
「
牙
を
抜
か
れ
た
チ
ワ
ワ
」
な
ど
と
揶
揄
さ
れ
る
ほ
ど
で

あ
っ
た（（（
（

。
し
か
し
、
そ
こ
に
法
的
権
限
を
付
与
さ
れ
た
附
属
機
関
が
設
置
さ
れ
、
メ
リ
ッ
ト
・
シ
ス
テ
ム
保
護
の
た
め
に
独
自
性
を
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発
揮
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
（
２
）　

Ｏ
Ｓ
Ｃ
の
概
要

　

一
九
七
八
年
公
務
員
制
度
改
革
法
は
、
Ｍ
Ｓ
Ｐ
Ｂ
内
に
特
別
法
務
官
事
務
局
（O

ffi
ce of Special Counsel

）
を
置
き
、
職
員
の

非
違
行
為
の
申
立
て
を
調
査
（investigation

）
し
、
公
務
員
法
及
び
諸
規
則
の
違
反
を
訴
追
し
、
ハ
ッ
チ
法
を
執
行
す
る
機
関
と

位
置
づ
け
た
。
そ
し
て
現
在
で
は
同
事
務
局
（
Ｏ
Ｓ
Ｃ
）
自
体
が
Ｍ
Ｓ
Ｐ
Ｂ
か
ら
独
立
し
た
機
関
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
職
責
及
び

設
置
の
経
緯
な
ど
に
つ
い
て
、
次
に
見
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

　

①　

職　

責

　

Ｏ
Ｓ
Ｃ
は
、
連
邦
政
府
の
独
立
調
査
・
訴
追
機
関
と
さ
れ
て
い
る
。
機
関
の
長
で
あ
る
特
別
法
務
官
（Special Counsel

）
は
、

上
院
の
承
認
を
得
て
、
大
統
領
が
任
命
す
る
。
Ｏ
Ｓ
Ｃ
の
主
要
な
任
務
は
、
特
に
内
部
告
発
へ
の
報
復
と
い
っ
た
、
禁
止
さ
れ
た
人

事
措
置（（（
（

か
ら
一
定
の
職
員
及
び
志
望
者
を
保
護
す
る
こ
と
に
よ
り
、
連
邦
政
府
人
事
に
お
け
る
資
格
任
用
制
（m

erit system

）
を

保
護
す
る
こ
と
に
あ
る
。
ま
た
、
政
府
機
関
に
お
け
る
不
正
行
為
を
公
表
す
る
た
め
の
安
全
な
方
法
を
提
供
し
て
、
一
定
の
連
邦
職

員
及
び
志
望
者
を
支
援
す
る
こ
と
、
政
府
職
員
に
よ
る
政
治
行
為
に
対
す
る
ハ
ッ
チ
法
の
規
制
を
実
施
し
、
助
言
を
与
え
る
こ
と
な

ど
も
所
掌
し
て
い
る
。

　

Ｏ
Ｓ
Ｃ
に
は
、
ハ
ッ
チ
法
部
門
（H

atch A
ct U

nit

）
が
置
か
れ
、
ハ
ッ
チ
法
の
執
行
を
担
う
。
同
部
門
（
Ｈ
Ａ
Ｕ
）
は
申
立
て
に

基
づ
く
調
査
を
行
い
、
懲
戒
事
由
と
な
る
証
拠
が
存
在
す
る
か
ど
う
か
決
定
す
る
。
調
査
の
結
果
、
違
反
行
為
を
認
定
し
た
場
合
、

Ｈ
Ａ
Ｕ
は
警
告
書
を
発
布
す
る
か
、
非
公
式
に
当
該
違
法
状
態
を
解
消
す
る
よ
う
に
試
み
る
か
、
示
談
交
渉
を
行
う
か
、
ま
た
は
、

Ｍ
Ｓ
Ｐ
Ｂ
に
訴
追
す
る
か
の
い
ず
れ
か
を
行
う
。
ま
た
、
Ｈ
Ａ
Ｕ
は
、
連
邦
、
州
及
び
地
方
政
府
職
員
と
同
じ
く
、
一
般
大
衆
に
対

し
て
も
、
あ
る
個
人
が
法
の
適
用
対
象
で
あ
る
か
ど
う
か
、
ま
た
、
企
図
す
る
行
為
が
法
に
よ
っ
て
許
さ
れ
る
か
ど
う
か
判
断
で
き
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る
よ
う
に
、
ハ
ッ
チ
法
に
関
す
る
法
的
助
言
を
行
っ
て
い
る
。
特
に
、
Ｈ
Ａ
Ｕ
の
特
徴
的
な
権
限
と
し
て
、
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
や
議

会
事
務
局
、
連
邦
政
府
の
閣
僚
そ
の
他
の
政
府
高
官
、
州
及
び
地
方
政
府
職
員
、
メ
デ
ィ
ア
な
ど
に
対
し
て
、
ハ
ッ
チ
法
に
関
す
る

情
報
提
供
と
法
的
助
言
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
。
Ｈ
Ａ
Ｕ
の
み
が
組
織
外
の
者
に
対
す
る
法
的
助
言
を
発
す
る
権
限

を
法
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
て
い
る
の
で
、
Ｈ
Ａ
Ｕ
が
Ｏ
Ｓ
Ｃ
の
勧
告
的
意
見
を
全
て
発
布
し
て
い
る
。

　

ち
な
み
に
、
Ｏ
Ｓ
Ｃ
の
ハ
ッ
チ
法
に
関
す
る
権
限
は
、
政
治
任
用
職
に
対
し
て
も
及
ぶ
。
二
〇
一
二
年
九
月
一
二
日
、
Ｏ
Ｓ
Ｃ
は

セ
ベ
リ
ウ
ス
厚
生
福
祉
長
官
に
よ
る
違
法
な
政
治
活
動
の
通
報
に
つ
い
て
の
調
査
結
果
を
大
統
領
に
送
付
し
た（（（
（

。
そ
れ
に
よ
る
と
同

長
官
は
二
〇
一
二
年
二
月
二
五
日
の
公
務
日
程
に
お
い
て
党
派
的
な
演
説
を
行
い
、
そ
れ
が
ハ
ッ
チ
法
違
反
と
さ
れ
た
。
ハ
ッ
チ
法

は
、
連
邦
職
員
に
対
し
て
、
選
挙
結
果
に
影
響
を
及
ぼ
す
よ
う
な
職
名
の
使
用
ま
た
は
影
響
力
の
行
使
を
行
っ
て
は
な
ら
な
い
と
し

て
い
る
。
そ
の
結
果
、
セ
ベ
リ
ウ
ス
長
官
は
演
説
を
行
っ
た
際
の
公
費
負
担
分
を
選
挙
費
か
ら
支
出
し
な
お
し
、
そ
の
際
の
活
動
は

公
的
な
も
の
で
は
な
い
と
訂
正
し
た
。
こ
の
場
合
、
Ｏ
Ｓ
Ｃ
に
法
的
処
分
権
限
が
な
い
の
で
、
任
免
権
者
で
あ
る
大
統
領
へ
の
勧
告

に
と
ど
ま
る
が
、
一
時
は
罷
免
の
観
測
も
出
さ
れ
た
ほ
ど
で
あ
る
（
そ
の
後
も
職
務
を
継
続
し
た
。）。

　

ま
た
、
二
〇
一
二
年
に
ハ
ッ
チ
法
が
改
正
さ
れ
、
規
制
対
象
と
な
る
公
務
員
の
範
囲
が
縮
小
さ
れ
る
な
ど
の
改
正
が
行
わ
れ
た
が
、

そ
の
成
立
に
あ
た
り
Ｏ
Ｓ
Ｃ
が
議
会
に
立
法
的
助
言
を
す
る
な
ど
、
制
度
改
正
に
も
一
定
の
寄
与
を
し
て
い
る（（（
（

。

　

こ
う
し
た
点
は
、
資
格
任
用
制
の
番
人
と
し
て
、
独
立
行
政
機
関
で
あ
る
Ｏ
Ｓ
Ｃ
が
機
能
し
て
い
る
側
面
と
し
て
注
目
し
う
る
点

で
あ
る
。

　

②　

沿　

革

　

Ｏ
Ｓ
Ｃ
の
創
設
は
Ｍ
Ｓ
Ｐ
Ｂ
と
同
じ
く
一
九
七
九
年
で
あ
る
が（（（
（

、
一
九
八
九
年
ま
で
は
、
調
査
・
訴
追
に
関
す
る
Ｍ
Ｓ
Ｐ
Ｂ
内
部

の
独
立
部
門
と
し
て
活
動
し
て
い
た
。
Ｏ
Ｓ
Ｃ
は
、
禁
止
さ
れ
た
人
事
措
置
に
制
限
を
課
し
、
必
要
に
よ
り
強
制
措
置
・
懲
戒
処
分

に
つ
い
て
の
申
立
て
を
Ｍ
Ｓ
Ｐ
Ｂ
へ
行
う
も
の
と
さ
れ
た
。
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一
九
八
九
年
、
連
邦
議
会
が
内
部
通
報
者
保
護
法
（
Ｗ
Ｐ
Ａ（

（（
（

）
を
制
定
し
た
が
、
こ
の
法
律
は
Ｏ
Ｓ
Ｃ
の
職
務
権
限
を
維
持
し
つ

つ
、
独
立
行
政
機
関
（independent agency

）
に
編
成
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
Ｏ
Ｓ
Ｃ
は
、
Ｍ
Ｓ
Ｐ
Ｂ
か
ら
独
立

し
た
機
関
と
な
り
、
同
時
に
、
政
府
の
不
正
行
為
を
内
部
通
報
し
た
連
邦
職
員
等
へ
の
報
復
に
対
す
る
保
護
措
置
を
執
行
す
る
権
限

が
強
化
さ
れ
た
。

　

一
九
九
三
年
、
連
邦
議
会
は
ハ
ッ
チ
法
の
規
定
を
連
邦
及
び
コ
ロ
ン
ビ
ア
特
別
区
職
員
に
対
し
て
適
用
し
、
Ｏ
Ｓ
Ｃ
が
執
行
に
あ

た
る
よ
う
重
要
な
法
改
正
を
行
っ
た（（（
（

。

　

一
九
九
四
年
、
制
服
職
員
の
雇
用
及
び
再
雇
用
に
関
す
る
法
律
（
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｒ
Ｒ
Ａ（（（
（

）
が
施
行
さ
れ
、
制
服
職
員（（（
（

の
雇
用
関
係
の
権

利
が
定
義
さ
れ
、
職
務
に
よ
っ
て
彼
ら
を
差
別
す
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
、
ま
た
、
連
邦
機
関
に
よ
る
違
反
行
為
に
対
し
て
救
済
を
求

め
る
権
限
が
新
た
に
Ｏ
Ｓ
Ｃ
に
与
え
ら
れ
た
。

　

さ
ら
に
同
年
の
Ｏ
Ｓ
Ｃ
組
織
再
編
法
に
よ
り
連
邦
職
員
の
保
護
が
拡
大
さ
れ
、
Ｏ
Ｓ
Ｃ
及
び
他
の
連
邦
機
関
に
新
た
な
責
務
が
規

定
さ
れ
た（（（
（

。
例
え
ば
、
禁
止
さ
れ
た
人
事
措
置
の
申
立
て
が
な
さ
れ
て
か
ら
二
四
〇
日
以
内
に
、
Ｏ
Ｓ
Ｃ
は
そ
の
よ
う
な
違
反
が
行

わ
れ
、
存
在
し
、
ま
た
は
実
施
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
と
信
じ
る
合
理
的
な
事
由
が
存
在
す
る
か
ど
う
か
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
ま
た
、
同
法
は
、
現
在
の
退
役
軍
人
省
に
関
係
す
る
約
六
万
人
の
連
邦
職
員
等
及
び
特
定
の
政
府
組
織
の
職
員
に
対
す
る
一
定

の
法
的
保
護
を
拡
大
し
、
同
条
項
が
適
用
さ
れ
る
人
事
措
置
の
範
囲
も
拡
大
し
た
。
そ
し
て
、
同
法
は
連
邦
政
府
に
対
し
、
Ｏ
Ｓ
Ｃ

の
助
言
に
従
い
、
内
部
通
報
者
保
護
法
上
の
権
利
と
救
済
に
つ
い
て
職
員
に
説
明
す
る
責
務
を
課
し
た
。

　

二
〇
〇
一
年
一
一
月
、
連
邦
議
会
は
、
運
輸
安
全
庁
（
Ｔ
Ｓ
Ａ
）
の
創
設
を
内
容
と
す
る
航
空
運
輸
安
全
法（（（
（

を
制
定
し
た
。
同
法

の
下
で
は
、
Ｔ
Ｓ
Ａ
の
保
安
検
査
要
員
以
外
の
職
員
は
、
内
部
告
発
へ
の
報
復
に
つ
い
て
の
不
服
申
立
て
を
Ｏ
Ｓ
Ｃ
及
び
Ｍ
Ｓ
Ｐ
Ｂ

に
行
え
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
約
四
万
五
千
人
の
Ｔ
Ｓ
Ａ
保
安
検
査
要
員
は
、
そ
う
し
た
申
立
て
が
で
き
な
い
。
そ
こ

で
、
二
〇
〇
二
年
五
月
、
Ｏ
Ｓ
Ｃ
と
Ｔ
Ｓ
Ａ
は
、
保
安
検
査
要
員
か
ら
の
内
部
告
発
に
よ
る
報
復
の
申
し
出
を
Ｏ
Ｓ
Ｃ
が
審
査
し
、
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正
当
と
認
め
た
場
合
は
Ｔ
Ｓ
Ａ
に
対
し
て
、
是
正
措
置
ま
た
は
懲
戒
処
分
を
勧
告
し
う
る
こ
と
を
内
容
と
す
る
取
極
め
を
結
ん
だ
。

　

こ
の
よ
う
に
、
Ｏ
Ｓ
Ｃ
の
職
務
は
年
々
拡
大
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

③　

Ｏ
Ｓ
Ｃ
独
立
の
意
義
と
限
界

　

こ
こ
で
、
Ｏ
Ｓ
Ｃ
が
Ｍ
Ｓ
Ｐ
Ｂ
か
ら
独
立
し
た
経
緯
は
、
か
つ
て
の
人
事
委
員
会
が
改
組
さ
れ
、
Ｏ
Ｐ
Ｍ
と
Ｍ
Ｓ
Ｐ
Ｂ
が
設
立
さ

れ
た
も
の
と
は
異
な
っ
て
い
る
点
に
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

　

Ｍ
Ｓ
Ｐ
Ｂ
か
ら
独
立
し
て
間
も
な
い
時
期
に
Ｏ
Ｓ
Ｃ
職
員
が
執
筆
し
た
論
文
に
よ
る
と
、
一
九
七
八
年
の
公
務
員
制
度
改
革
法
は
、

禁
止
さ
れ
た
人
事
措
置
を
定
め
て
い
る
が
、
法
に
よ
り
保
護
さ
れ
た
行
為
︱
―
「
特
に
内
部
告
発
」
︱
―
に
対
す
る
報
復
か
ら
連
邦

職
員
を
保
護
す
る
こ
と
が
同
法
の
第
一
の
目
的
で
あ
っ
た
と
い
う（（（
（

。
そ
し
て
、
議
会
は
、
各
行
政
機
関
が
禁
止
さ
れ
た
人
事
措
置
か

ら
メ
リ
ッ
ト
・
シ
ス
テ
ム
を
保
護
を
す
る
こ
と
を
意
図
し
た
が
、
Ｏ
Ｓ
Ｃ
を
そ
の
シ
ス
テ
ム
の
主
た
る
執
行
者
と
位
置
づ
け
た
と
す

る
（
（（
（

。
す
な
わ
ち
一
九
八
九
年
に
Ｗ
Ｐ
Ａ
が
制
定
さ
れ
て
新
た
な
業
務
が
与
え
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
Ｏ
Ｓ
Ｃ
が
設
置
さ
れ
た
当
初

か
ら
内
部
通
報
者
保
護
と
い
う
機
能
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
点
、
同
じ
メ
リ
ッ
ト
・
シ
ス
テ
ム
の

保
護
と
い
う
目
的
を
掲
げ
な
が
ら
、
Ｍ
Ｓ
Ｐ
Ｂ
と
若
干
異
な
っ
た
観
点
か
ら
の
役
割
が
強
調
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
Ｏ
Ｓ
Ｃ
独
立
の

背
景
と
な
っ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
少
な
く
と
も
、
政
治
的
影
響
力
を
遮
断
す
る
た
め
の
分
権
化
と
い
う
一
九
七
八
年
当
時
の
事

情
と
は
異
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

も
っ
と
も
、
Ｏ
Ｓ
Ｃ
が
独
立
行
政
機
関
と
な
っ
た
と
は
い
え
、
Ｍ
Ｓ
Ｐ
Ｂ
の
法
解
釈
に
異
議
を
唱
え
て
連
邦
裁
判
所
に
提
訴
し
た

り
す
る
こ
と
は
で
き
な
い（（（
（

。
こ
の
点
は
、
一
九
八
八
年
に
Ｏ
Ｓ
Ｃ
を
独
立
機
関
に
す
る
法
律
案
が
議
会
を
通
過
し
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
大
統
領
の
拒
否
権
行
使
を
受
け
た
こ
と
か
ら
修
正
さ
れ
た
も
の
で
あ
る（（（
（

。
こ
れ
に
関
連
し
て
、
Ｏ
Ｓ
Ｃ
が
二
〇
〇
二
年
に
職
場

で
の
電
子
メ
ー
ル
使
用
に
つ
い
て
の
ハ
ッ
チ
法
解
釈
の
勧
告
的
意
見
を
出
し
た
と
こ
ろ
、
後
に
ハ
ッ
チ
法
違
反
事
件
の
審
判
で
Ｍ
Ｓ

Ｐ
Ｂ
に
よ
り
否
定
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る（（（
（

。
こ
う
し
た
事
態
を
捉
え
て
、
Ｏ
Ｓ
Ｃ
が
公
務
員
の
政
治
活
動
を
萎
縮
さ
せ
た
と
批
判
す
る
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も
の
も
あ
る（（（
（

。
Ｏ
Ｓ
Ｃ
は
ハ
ッ
チ
法
に
関
し
て
の
有
権
解
釈
権
ま
で
は
有
し
て
お
ら
ず
、
そ
の
点
で
Ｍ
Ｓ
Ｐ
Ｂ
へ
の
従
属
性
は
残
存

し
て
お
り
、
少
な
く
と
も
ハ
ッ
チ
法
施
行
の
面
に
お
い
て
、
あ
え
て
独
立
機
関
と
す
べ
き
で
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
は
検
討
の
余
地
が

あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
（
３
）　

小　

括

　

こ
こ
で
、
ア
メ
リ
カ
の
メ
リ
ッ
ト
・
シ
ス
テ
ム
保
護
に
関
す
る
制
度
の
展
開
に
つ
い
て
ま
と
め
て
お
こ
う
。
ペ
ン
ド
ル
ト
ン
法
制

定
に
よ
り
メ
リ
ッ
ト
・
シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ
れ
、
人
事
委
員
会
が
独
立
行
政
委
員
会
と
し
て
設
置
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
設
立
当
初
は
、

対
象
と
な
る
職
員
数
も
限
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
政
府
機
能
も
限
定
的
で
も
っ
ぱ
ら
政
治
的
中
立
性
の
確
保
（
党
派
的
影
響
力

の
防
止
）
を
は
か
る
こ
と
が
人
事
委
員
会
の
役
割
で
あ
っ
た（（（
（

。
と
こ
ろ
が
、
メ
リ
ッ
ト
・
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
職
員
の
割
合
が
増
加
し
、

一
八
八
三
年
に
は
一
〇
％
程
度
だ
っ
た
も
の
が
、
一
九
〇
〇
年
に
は
四
五
％
を
超
え
、
一
九
一
〇
年
に
は
六
〇
％
を
超
え
る
こ
と
に

な
る（（（
（

。
こ
の
頃
か
ら
、
人
事
委
員
会
内
部
に
効
率
局
（D

ivision of Effi
ciency

）
が
設
け
ら
れ
、
後
に
独
立
機
関
と
な
る
な
ど（（（
（

、
費

用
対
効
果
を
狙
っ
た
効
率
性
を
意
識
す
る
こ
と
が
行
政
の
主
題
と
な
っ
て
く
る（（（
（

。
合
議
制
の
人
事
委
員
会
を
独
任
制
機
関
に
す
る
提

言
も
そ
う
し
た
流
れ
の
中
で
登
場
す
る
。
そ
の
後
、
連
邦
職
員
の
絶
対
数
が
増
大
し
、
ま
す
ま
す
大
統
領
と
人
事
委
員
会
と
の
結
び

つ
き
が
強
く
な
り
、
ニ
ク
ソ
ン
政
権
で
は
つ
い
に
大
統
領
の
影
響
下
に
置
か
れ
る
ま
で
に
変
容
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
既
に
述
べ
た

と
お
り
で
あ
る
。
そ
の
間
に
、
福
祉
国
家
の
台
頭
と
二
度
に
わ
た
る
世
界
大
戦
が
あ
り
、
効
率
性
も
そ
れ
と
の
関
連
で
要
求
さ
れ
た

面
も
否
定
で
き
な
い
な
ど
、
ア
メ
リ
カ
固
有
の
事
情
は
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
一
九
七
八
年
の
公
務
員
制
度
改
革

に
お
い
て
、
一
方
で
公
務
員
制
度
の
民
主
的

0

0

0

か
つ
効
率
的
な
運
営
の
要
請
を
満
た
し
つ
つ
も
、
他
方
で
メ
リ
ッ
ト
・
シ
ス
テ
ム
の
擁

護
者
と
し
て
の
Ｍ
Ｓ
Ｐ
Ｂ
を
設
置
す
る
に
至
っ
た
経
緯
は
、
政
治
的
中
立
性
を
保
っ
た
独
立
機
関
が
メ
リ
ッ
ト
・
シ
ス
テ
ム
と
そ
の

下
に
あ
る
公
務
員
の
権
利
擁
護
に
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
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４
、
考　

察

　
（
１
）　

発
展
す
る
メ
リ
ッ
ト
・
シ
ス
テ
ム

　

以
上
の
点
を
踏
ま
え
て
、
わ
が
国
に
お
け
る
示
唆
に
つ
い
て
触
れ
て
み
た
い
。
具
体
的
に
は
中
央
人
事
行
政
機
関
で
あ
る
人
事
院

の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

ま
ず
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
メ
リ
ッ
ト
・
シ
ス
テ
ム
関
連
組
織
が
発
展
し
続
け
て
い
る
点
は
参
考
に
な
る
。
実
際
上
、
メ
リ
ッ

ト
・
シ
ス
テ
ム
が
、
政
治
的
介
入
か
ら
独
立
し
て
名
実
と
も
に
作
用
し
始
め
た
時
期
を
一
九
七
八
年
の
公
務
員
制
度
改
革
以
降
と
し

て
も
あ
な
が
ち
間
違
い
で
は
な
い
。
そ
こ
に
お
い
て
は
、
人
事
委
員
会
の
解
体
に
よ
る
機
構
改
革
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
も
、

人
事
関
連
の
諸
機
関
は
、
機
構
再
編
や
新
た
な
権
限
の
獲
得
を
す
る
な
ど
し
て
、
メ
リ
ッ
ト
・
シ
ス
テ
ム
の
番
人
と
し
て
機
能
す
べ

く
努
め
て
い
る
。

　

そ
れ
に
対
し
て
、
わ
が
国
の
メ
リ
ッ
ト
・
シ
ス
テ
ム
は
、
戦
前
か
ら
続
く
強
固
で
自
律
的
な
官
僚
制
に
お
け
る
人
事
慣
行
を
前
提

と
し
て
お
り
、
新
た
な
番
人
の
存
在
が
ほ
と
ん
ど
不
要
で
あ
る
と
い
う
点
に
大
き
な
差
異
が
あ
る
。
わ
が
国
の
官
僚
制
の
特
徴
は
そ

の
人
事
の
自
律
性
に
あ
り
、
政
治
家
の
介
入
を
排
除
し
、
法
に
根
拠
の
な
い
人
事
慣
行
を
制
度
化
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
戦
後
、
職

階
制
の
導
入
を
試
み
る
も
、
官
僚
制
の
人
事
慣
行
の
壁
に
阻
ま
れ
失
敗
に
終
わ
っ
た（（（
（

。
同
様
に
、
人
事
院
が
中
央
人
事
機
関
と
し
て

設
置
さ
れ
る
も
、「
官
僚
の
人
事
シ
ス
テ
ム
が
変
わ
っ
て
い
な
い
の
に
、
新
た
な
仕
組
み
の
も
と
で
機
能
す
べ
き
機
関
が
設
置
さ
れ

て
も
、
予
定
さ
れ
た
機
能
は
果
た
せ
ず
、
人
事
院
は
行
政
機
関
の
な
か
で
孤
立
し
が
ち
で
あ
っ
た（（（
（

」
と
さ
れ
る
。

　

ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
は
、
メ
リ
ッ
ト
・
シ
ス
テ
ム
が
政
治
的
党
派
的
介
入
と
の
対
比
で
発
展
し
て
き
た
だ
け
に
、
関
係
諸
機
関
の

番
人
意
識
は
非
常
に
強
い
よ
う
に
思
う
。
そ
れ
故
に
、
独
立
機
関
と
し
て
の
位
置
づ
け
が
与
え
ら
れ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
っ
た
。
こ
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れ
に
対
し
て
、
わ
が
国
に
お
け
る
党
派
的
介
入
に
つ
い
て
は
、
旧
来
の
官
僚
制
慣
行
が
そ
の
防
御
壁
と
な
っ
て
お
り
（
こ
の
点
で
ニ

ク
ソ
ン
政
権
前
の
“red tape

”を
想
起
さ
せ
る
。）、
後
か
ら
や
っ
て
来
た
人
事
院
が
出
る
余
地
は
ほ
と
ん
ど
残
さ
れ
て
い
な
い
の
が
実

情
で
あ
ろ
う
。
む
し
ろ
給
与
面
で
の
番
人
と
し
て
存
在
意
義
を
見
出
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
ア
メ
リ
カ
と
大
き
く
異
な
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
人
事
院
が
メ
リ
ッ
ト
・
シ
ス
テ
ム
の
番
人
を
称
す
る
に
は
程
遠
い
状
況
に
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い（（（
（

。

　
（
２
）　

守
備
範
囲

　

ア
メ
リ
カ
の
メ
リ
ッ
ト
・
シ
ス
テ
ム
に
関
係
す
る
諸
機
関
は
、
機
能
の
分
化
が
行
わ
れ
て
い
る
も
の
の
、
原
則
と
し
て
メ
リ
ッ

ト
・
シ
ス
テ
ム
内
の
公
務
員
に
広
く
関
係
し
て
お
り
、
メ
リ
ッ
ト
・
シ
ス
テ
ム
に
対
す
る
侵
害
者
で
あ
れ
ば
、
政
治
任
用
の
公
務
員

に
対
し
て
も
対
処
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る（（（
（

。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
人
事
院
は
国
家
公
務
員
法
と
任
用
形
態
の
双
方
か
ら
守
備
範
囲
を
限
定
し
、
そ
こ
か
ら
逸
脱
す
る
こ
と
が
な
い

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
国
家
公
務
員
法
が
適
用
さ
れ
る
か
ど
う
か
で
、
一
般
職
と
特
別
職
が
区
別
さ
れ
る
が
、
そ
れ
ら
と
資
格
任
用
・

政
治
任
用
と
い
っ
た
採
用
の
方
法
は
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
。
例
え
ば
、
非
常
勤
の
一
般
職
国
家
公
務
員
で
あ
っ
て
も
、
内
閣
官
房

専
門
調
査
員
や
内
閣
官
房
参
与
な
ど
は
、
完
全
な
政
治
任
用
と
い
え
る
の
に
対
し
、
内
閣
官
房
に
置
か
れ
る
特
別
職
の
う
ち
内
閣
危

機
管
理
監
、
内
閣
情
報
官
、
内
閣
広
報
官
な
ど
は
各
省
資
格
任
用
職
の
指
定
ポ
ス
ト
化
し
て
お
り（（（
（

、「
内
閣
の
交
代
と
と
も
に
当
然

に
職
を
辞
す
る
も
の
で
は
な
い
の
で
、
諸
外
国
に
お
け
る
い
わ
ゆ
る
政
治
任
用
制
度
と
い
う
程
度
に
は
至
っ
て
い
な
い（（（
（

」。
こ
の
う

ち
、
人
事
院
は
主
と
し
て
一
般
職
で
資
格
任
用
に
か
か
る
部
分
を
所
管
し
て
い
る
。

　

こ
の
点
、
人
事
院
の
所
管
領
域
か
ら
特
別
職
が
外
れ
る
の
は
仕
方
な
い
と
し
て
も
、
少
な
く
と
も
政
治
任
用
に
か
か
る
一
般
職
職

員
に
つ
い
て
は
、
非
常
勤
で
あ
っ
て
も
任
用
に
あ
た
り
よ
り
積
極
的
な
関
与
が
あ
っ
て
し
か
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。
例
え
ば
、

先
に
触
れ
た
専
門
調
査
員
の
任
用
に
あ
た
り
、
政
府
は
、「
人
事
院
規
則
八
―
一
二
（
職
員
の
任
免
）
四
六
条
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
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経
歴
評
定
等
に
よ
る
能
力
の
実
証
を
経
て
採
用
し
た
も
の
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
が
、「
生
年
月
日
、
年
齢
及
び
職
歴
に
つ
い
て
は
、

個
人
に
関
す
る
情
報
で
あ
る
た
め
、
お
答
え
は
差
し
控
え
た
い（（（
（

」
と
答
弁
し
て
お
り
、
そ
の
選
任
過
程
が
不
透
明
で
あ
る
点
が
批
判

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
よ
る
「
能
力
の
実
証
」
に
つ
い
て
、
人
事
院
が
個
別
具
体
的
に
関
与
す
る
余
地
が
出
て
こ
よ
う（（（
（

。

　
（
３
）　

公
務
員
の
権
利
の
番
人

　

ア
メ
リ
カ
の
関
係
諸
機
関
が
有
す
る
意
識
と
し
て
、
メ
リ
ッ
ト
・
シ
ス
テ
ム
の
番
人
で
あ
る
と
と
も
に
、
そ
こ
で
働
く
公
務
員
個

人
の
権
利
の
擁
護
者
と
し
て
の
自
負
が
非
常
に
強
い
と
思
わ
れ
る
。
正
当
な
内
部
通
報
を
行
っ
た
職
員
を
報
復
人
事
か
ら
保
護
す
る

ほ
か
、
政
治
活
動
に
関
し
て
規
制
を
行
う
だ
け
で
な
く
公
務
員
個
人
が
行
う
こ
と
が
で
き
る
活
動
を
積
極
的
に
広
報
す
る
な
ど
、
メ

リ
ッ
ト
・
シ
ス
テ
ム
下
の
公
務
員
の
政
治
活
動
の
自
由
へ
の
規
制
が
必
要
以
上
に
行
わ
れ
な
い
よ
う
に
活
動
し
て
い
る（（（
（

。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
人
事
院
が
政
治
活
動
に
関
し
て
の
具
体
的
な
解
釈
を
示
し
て
、
選
挙
運
動
や
政
治
活
動
を
積
極
的
に
促
す
よ
う

な
広
報
を
し
て
い
る
な
ど
と
い
う
こ
と
は
聞
い
た
こ
と
が
な
い
。
ま
た
、
国
家
公
務
員
の
公
益
通
報
に
関
し
て
の
主
管
は
消
費
者
庁

で
あ
り
、
人
事
院
は
主
と
し
て
公
平
審
査
に
よ
る
事
後
的
救
済
を
担
う
存
在
で
あ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
賃
金
に
関
し
、
人
事
院
勧
告
を
通
じ
て
権
利
の
番
人
と
し
て
の
機
能
を
果
た
し
て
き
た
こ
と
は
評
価
で
き
る
。
諸
外

国
の
よ
う
に
、
公
務
員
が
労
働
争
議
を
し
な
く
て
も
済
む
の
は
、
人
事
院
の
代
償
機
能
の
お
か
げ
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
れ
に
と
ど

ま
っ
て
い
て
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か（（（
（

。
度
々
登
場
す
る
人
事
院
廃
止
論
に
は
、
人
事
院
の
守
り
の
姿
勢
が
そ
の
呼
び
水
に
な
っ
て
い
る

要
素
が
な
い
と
は
言
い
切
れ
な
い
。

　
（
４
）　

憲
法
秩
序
と
し
て
の
メ
リ
ッ
ト
・
シ
ス
テ
ム

　

今
日
の
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
は
、
メ
リ
ッ
ト
・
シ
ス
テ
ム
が
一
つ
の
憲
法
秩
序
を
形
成
し
て
い
る
と
言
っ
て
も
よ
い
。
そ
れ
に
対
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し
て
、
わ
が
国
に
お
い
て
は
、
国
家
公
務
員
の
労
働
基
本
権
制
約
の
代
償
措
置
と
し
て
の
人
事
院
勧
告
が
憲
法
秩
序
と
な
っ
て
い
る

と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
が
、
そ
れ
を
含
む
包
括
的
な
メ
リ
ッ
ト
・
シ
ス
テ
ム
が
憲
法
秩
序
と
な
り
得
て
い
る
か
と
い
う
と
、
か
な

り
疑
問
が
残
る
。
旧
来
的
な
官
僚
制
的
人
事
慣
行
が
法
的
根
拠
も
な
い
ま
ま
行
わ
れ
て
い
る
の
は
、
近
代
的
な
メ
リ
ッ
ト
・
シ
ス
テ

ム
が
憲
法
秩
序
と
な
り
得
て
い
な
い
か
ら
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

一
九
四
六
年
、
い
わ
ゆ
る
フ
ー
バ
ー
顧
問
団
の
勧
告
に
は
、「
強
力
な
中
央
人
事
行
政
機
関
を
設
置
し
、
民
主
的
な
方
向
の
メ

リ
ッ
ト
・
シ
ス
テ
ム
と
能
率
増
進
を
目
的
と
す
る
公
務
員
制
度
の
基
本
法
た
る
国
家
公
務
員
法
の
制
定
が
必
要
で
あ
る（（（
（

」
と
の
観
点

か
ら
国
家
公
務
員
法
草
案
が
含
ま
れ
て
い
た
。
そ
の
後
、
様
々
な
曲
折
が
あ
り
な
が
ら
、
臨
時
人
事
委
員
会
を
経
て
、
独
立
行
政
委

員
会
と
し
て
の
人
事
院
が
設
置
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
当
初
想
定
さ
れ
た
「
強
力
な
」
機
関
と
な
り
得
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
も

ち
ろ
ん
、
こ
の
点
に
つ
い
て
、
人
事
院
の
設
立
が
戦
後
の
労
働
争
議
の
混
乱
の
な
か
で
行
わ
れ
、
刑
罰
を
伴
っ
た
政
治
活
動
の
禁
止

が
国
家
公
務
員
法
に
盛
り
込
ま
れ
た
こ
と
な
ど
の
時
代
背
景
は
踏
ま
え
な
け
れ
ば
な
る
ま
い（（（（
（

。
そ
う
し
た
状
況
に
あ
っ
て
、「
公
務

員
の
利
益
保
護
の
責
任
を
有
す
る
機
関（（（（
（

」
で
あ
る
こ
と
が
そ
の
任
務
で
あ
る
と
し
て
も
、
そ
こ
で
の
利
益
が
も
っ
ぱ
ら
給
与
な
ど
の

待
遇
面
に
と
ど
ま
り
、
政
治
活
動
の
自
由
が
含
ま
れ
な
い
の
は
由
来
と
し
て
理
解
で
き
る
。
し
か
し
、
占
領
下
で
定
め
ら
れ
た
枠
組

み
を
維
持
し
た
ま
ま
で
、
今
後
も
人
事
院
の
独
自
の
意
義
を
見
出
す
こ
と
は
可
能
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
人
事
院
が
「
中
央
人
事
行
政

機
関
と
い
っ
て
も
、
関
係
諸
制
度
の
調
査
、
研
究
や
企
画
立
案
、
採
用
試
験
や
研
修
の
実
施
と
い
っ
た
、
―
―
見
方
に
よ
れ
ば
周
辺

的
な
―
―
限
ら
れ
た
事
務
を
行
っ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
と
も
評
価
で
き
る（（（（
（

」
と
の
状
況
は
、
ま
さ
に
占
領
期
の
呪
縛
そ
の
も
の
で
あ

る
。
む
し
ろ
フ
ー
バ
ー
勧
告
の
原
点
に
立
ち
返
り
、
機
構
改
革
を
行
う
枠
組
み
は
現
行
法
制
に
お
い
て
も
十
分
整
っ
て
い
る
は
ず
で

あ
る（（（（
（

。
過
去
の
実
績
を
強
調
す
る
こ
と
で
組
織
の
存
続
を
図
る
の
で
は
な
く
、
設
立
当
初
の
理
念
を
甦
ら
せ
て
、
政
と
官
の
懸
け
橋

と
な
る
省
庁
横
断
的
な
メ
リ
ッ
ト
・
シ
ス
テ
ム
を
憲
法
秩
序
と
し
て
い
く
こ
と
が
、
今
後
の
人
事
院
の
役
割
で
は
な
か
ろ
う
か
。
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お
わ
り
に

　

こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
現
行
の
人
事
慣
行
を
否
定
し
て
、
ア
メ
リ
カ
の
制
度
を
そ
の
ま
ま
導
入
す
れ
ば
い
い
と
言
う
も
の
で
は

な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
長
年
に
わ
た
り
政
治
・
行
政
改
革
に
つ
い
て
の
研
究
・
発
言
を
さ
れ
て
き
た
小
林
節
教
授
は
、「
政
治

の
側
も
、
高
度
に
訓
練
さ
れ
た
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と
し
て
の
職
業
公
務
員
の
世
界
に
過
剰
に
介
入
す
べ
き
で
は
な
い
。
そ
う
い

う
意
味
で
、
政
治
任
用
制
度
を
拡
充
す
る
際
に
は
、
同
時
に
、
職
業
公
務
員
の
人
事
（
象
徴
的
に
は
事
務
次
官
人
事
）
を
政
治
か
ら
独

立
さ
せ
て
自
律
さ
せ
る
必
要
が
あ
る（（（（
（

」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
い
た
ず
ら
に
現
行
の
慣
行
を
否
定
し
て
混
乱
を
引
き
起
こ
す
の
で
は

な
く
、
現
状
を
活
か
し
つ
つ
政
治
任
用
の
利
点
を
取
り
入
れ
る
と
い
う
「
柔
よ
く
剛
を
制
す
る
」
知
恵
が
必
要
に
な
る
。
そ
し
て
、

そ
の
要
と
な
り
得
る
の
が
人
事
院
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

政
治
的
中
立
性
と
い
う
言
葉
は
、
少
な
く
と
も
、
①
公
務
員
人
事
の
自
律
性
（
官
僚
制
的
人
事
慣
行（

（（（
（

）、
②
職
務
に
お
け
る
公
務
員

の
忠
実
性
（
資
格
任
用
さ
れ
た
公
務
員
の
政
治
介
入
の
禁
止（

（（（
（

）、
そ
し
て
、
③
人
事
機
関
の
独
立
性
（
人
事
院
の
独
立
行
政
委
員
会
と
し
て

の
位
置
づ
け
）
と
い
っ
た
、
異
な
る
文
脈
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
だ
が
、
こ
れ
ら
三
つ
の
要
素
は
三
位
一
体
と
し
て
、
わ
が
国
の
公

務
員
人
事
行
政
の
骨
格
を
形
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
憲
法
一
五
条
の
「
全
体
の
奉
仕
者
」
概
念
が
、
こ
れ
ら
を
束
ね
る
よ
う
に

理
解
さ
れ
て
こ
そ
、
政
治
任
用
と
メ
リ
ッ
ト
・
シ
ス
テ
ム
の
共
生
が
は
か
ら
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。

　

蛇
足
な
が
ら
、
前
記
の
点
を
踏
ま
え
て
、
人
事
院
の
あ
り
方
に
つ
い
て
簡
単
に
示
し
て
み
た
い（（（（
（

。
第
一
に
、
給
与
等
の
労
働
環
境

に
関
し
て
、
労
働
基
本
権
制
約
の
代
償
機
能
を
引
き
続
き
果
た
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
点
、
人
事
院
勧
告
が
公
務
員
給
与
の
み
な
ら

ず
民
間
に
お
い
て
も
影
響
力
を
持
つ
指
標
と
な
り
、
安
定
し
た
社
会
の
発
展
の
基
礎
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
看
過
す
べ
き
で
は
な
い
。

第
二
に
、
任
用
・
昇
進
基
準
の
策
定
と
実
施
に
よ
り
、
公
正
な
人
事
制
度
を
構
築
す
る
こ
と
で
あ
る
。
最
た
る
も
の
が
採
用
試
験
で

あ
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
「
他
の
考
慮
要
素
に
基
づ
い
て
不
適
切
な
影
響
力
が
行
使
さ
れ
な
い
よ
う
、
公
正
な
人
事
が
行
わ
れ
る
た
め
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の
制
度
的
措
置
を
講
じ
る
こ
と
が
、
憲
法
上
求
め
ら
れ
て
い
る（（（（
（

」。
た
だ
し
、
注
意
す
べ
き
は
、
ル
ー
テ
ィ
ー
ン
化
さ
れ
た
省
庁
割

拠
式
の
官
僚
制
的
人
事
慣
行
と
メ
リ
ッ
ト
・
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
公
正
な
人
事
制
度
と
を
区
別
す
る
こ
と
で
あ
る
。
両
者
を
区
別
し

た
上
で
、
党
派
性
か
ら
中
立
的
な
省
庁
横
断
的
観
点
に
立
ち
、
専
門
的
見
地
か
ら
人
材
活
用
策
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
な

る
。
第
三
に
、
分
限
・
懲
戒
処
分
に
お
け
る
公
平
性
の
確
保
で
あ
る
。
処
分
権
者
の
恣
意
的
な
判
断
に
よ
る
処
分
が
な
さ
れ
な
い
よ

う
第
三
者
的
事
後
的
な
立
場
か
ら
の
準
司
法
作
用
は
、
今
後
も
不
可
欠
で
あ
る
。
た
だ
し
、
政
治
任
用
が
活
用
さ
れ
る
場
合
に
、
従

来
よ
り
も
政
治
的
影
響
力
か
ら
メ
リ
ッ
ト
・
シ
ス
テ
ム
を
防
御
す
る
必
要
性
が
高
ま
る
た
め
、
紛
争
予
防
的
な
判
断
が
要
求
さ
れ
る

こ
と
も
あ
ろ
う
。
第
四
に
、
メ
リ
ッ
ト
・
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
国
家
公
務
員
の
政
治
不
介
入
と
い
う
意
味
で
の
政
治
的
中
立
性
確
保
で

あ
る
。
こ
れ
は
同
時
に
、
本
来
的
に
国
民
に
保
障
さ
れ
る
政
治
活
動
の
自
由
の
範
囲
を
具
体
的
に
明
確
に
し
、
不
必
要
な
制
約
や
自

粛
が
行
わ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。
堀
越
事
件
最
高
裁
判
決（（（（
（

が
実
質
的
に
猿
払
事
件
最
高
裁
判
決（（（（
（

の
判
例
変
更

を
行
っ
た
今
日
に
お
い
て
、
そ
の
範
囲
を
積
極
的
具
体
的
に
示
し
う
る
機
関
は
人
事
院
を
お
い
て
他
に
な
い
。
こ
の
点
、
公
務
員
の

政
治
活
動
の
禁
止
に
関
し
て
、
刑
事
罰
を
存
続
さ
せ
る
の
で
あ
れ
ば
人
事
院
に
刑
事
告
発
の
権
限
を
専
属
的
に
与
え
る
こ
と
が
好
ま

し
い（（（（
（

。
第
五
に
、
国
家
公
務
員
か
ら
の
内
部
通
報
を
全
般
的
に
受
け
付
け
る
窓
口
と
な
り
、
内
部
通
報
者
の
保
護
・
報
復
人
事
の
防

止
を
行
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
法
改
正
も
必
要
と
な
ろ
う
が
、
内
部
通
報
者
が
報
復
人
事
を
受
け
な
い
よ
う
に
当
該
公
務
員

を
保
護
す
る
役
割
は
人
事
院
が
最
適
任
で
あ
る
。
特
に
政
治
任
用
に
よ
る
公
務
員
が
増
加
す
れ
ば
、
任
命
権
者
の
威
光
を
借
り
た
不

正
な
利
益
誘
導
な
ど
が
行
わ
れ
な
い
よ
う
、
独
立
機
関
が
対
処
す
べ
き
必
要
性
が
大
き
く
な
る
。

　

そ
し
て
、
今
後
、
さ
ら
に
政
治
任
用
を
活
用
す
る
場
合
の
話
と
な
る
が
、
政
治
家
に
対
す
る
人
事
の
助
言
・
補
佐
機
関
と
な
る
こ

と
も
想
定
し
う
る
。
例
え
ば
、
政
治
任
用
者
を
指
定
職
ク
ラ
ス
の
職
位
に
充
て
る
人
事
が
行
わ
れ
た
と
し
て
、
閣
議
人
事
検
討
会
議

に
人
事
院
総
裁
が
出
席
し
、
そ
の
適
性
に
つ
い
て
発
言
を
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
あ
る
い
は
、
国
会
同
意
が
必
要
な
人
事
に
関

し
て
も
、
国
会
が
会
計
検
査
院
に
特
定
事
項
の
調
査
・
報
告
を
求
め
る
よ
う
に
（
国
会
法
一
〇
五
条
）、
人
事
院
に
対
し
て
候
補
者
に
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関
す
る
調
査
・
報
告
を
求
め
る
仕
組
み
も
考
え
ら
れ
る（（（（
（

。

　

実
際
に
そ
こ
ま
で
や
る
か
ど
う
か
は
別
と
し
て
、
国
家
公
務
員
人
事
は
全
体
像
を
見
据
え
て
総
合
的
に
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

人
事
院
は
メ
リ
ッ
ト
・
シ
ス
テ
ム
に
軸
足
を
置
き
つ
つ
も
、
一
般
職
・
特
別
職
を
通
じ
て
、
内
閣
と
は
異
な
る
政
治
的
中
立
的
・
科

学
的
専
門
的
観
点
か
ら
「
官
吏
に
関
す
る
事
務
を
掌
理
」（
憲
法
七
三
条
四
号
）
し
て
い
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
で
こ
そ
、
名
実
と

も
に
憲
法
制
定
期
に
構
想
さ
れ
た
「
強
力
な
」
中
央
人
事
行
政
機
関
と
な
り
得
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
「
天
皇
の
官
吏
」
か
ら
戦
後

「
主
な
き
官
吏
」
と
な
っ
た
公
務
員
集
団
を
「
国
民
の
官
吏
」（
全
体
の
奉
仕
者
）
へ
と
変
容
さ
せ
る
第
一
歩
と
な
る
と
思
わ
れ
る
。

【
追
記
】
本
稿
脱
稿
後
、
内
閣
人
事
局
設
置
な
ど
を
内
容
と
す
る
国
家
公
務
員
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
一
八
五
回
国
会
閣
一
九

号
）
が
国
会
に
提
出
さ
れ
た
。

（
1
）　

資
格
任
用
制
度
の
呼
び
方
に
つ
い
て
は
、「
成
績
制
度
」
と
称
し
て
「
キ
ャ
リ
ア
・
シ
ス
テ
ム
」
の
語
を
充
て
る
例
が
あ
る
。
浅
井

清
『
公
務
員
の
政
治
活
動
―
人
事
院
規
則
一
四
―
七
の
解
説
』（
労
働
文
化
社
、
一
九
四
九
年
）
八
頁
。
そ
こ
で
は
、
政
治
任
用
職
を

「
政
務
官
」、
資
格
任
用
職
を
「
事
務
官
」
と
称
し
て
い
る
。

（
2
）　

オ
バ
マ
政
権
に
お
け
る
公
法
学
者
か
ら
の
政
治
任
用
に
着
目
し
た
文
献
と
し
て
、
横
大
道
聡
「
ア
メ
リ
カ
政
治
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
―

公
法
学
者
の
政
治
任
用
か
ら
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
六
六
三
号
（
二
〇
一
〇
年
）
三
〇
︲
三
一
頁
。

（
3
）　

政
治
任
用
に
関
し
て
、
オ
バ
マ
政
権
が
上
院
の
承
認
を
必
要
と
し
な
い
職
員
を
多
用
し
て
い
る
こ
と
の
現
状
と
批
判
を
分
析
し
た
も

の
と
し
て
、
大
林
啓
吾
「
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
の
ツ
ア
ー
リ
」
法
学
論
集
（
千
葉
大
学
）
二
八
巻
一
・
二
号
（
二
〇
一
三
年
）
一
一
七
︲
一

五
四
頁
。

（
4
）　

人
事
院
編
『
平
成
十
六
年
版
公
務
員
白
書
』（
国
立
印
刷
局
、
二
〇
〇
四
年
）
五
︲
七
九
頁
。

（
5
）　

人
事
院
編
『
平
成
十
七
年
版
公
務
員
白
書
』（
国
立
印
刷
局
、
二
〇
〇
五
年
）
五
一
︲
九
三
頁
。

（
6
）　

人
事
院
編
・
前
掲
注（
4
）七
九
頁
。
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（
7
）　

朝
日
新
聞
（
二
〇
〇
四
年
六
月
一
二
日
）
夕
刊
参
照
。

（
8
）　

民
主
党
『
民
主
党
政
権
公
約　

M
A

N
IFEST

O

』（
二
〇
〇
三
年
）
二
六
︲
二
九
頁
。http://archive.dpj.or.jp/policy/m

anifesto/
im

ages/M
anifesto_2003.pdf

（
な
お
、
本
稿
に
お
け
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
最
終
閲
覧
日
は
、
す
べ
て
二
〇
一
三
年
八
月
二
〇
日
で
あ

る
。）。

（
9
）　

人
事
院
編
・
前
掲
注（
4
）七
三
頁
。

（
10
）　

な
お
、
こ
の
専
門
調
査
員
に
給
与
は
支
給
さ
れ
て
い
な
い
。「
衆
議
院
議
員
木
村
太
郎
君
提
出
鳩
山
内
閣
の
政
治
主
導
に
関
わ
る
経

費
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書
」
内
閣
衆
質
一
七
四
第
五
一
号
（
平
成
二
二
年
二
月
五
日
）。

（
11
）　

阿
比
留
瑠
比
『
政
権
交
代
の
悪
夢
』（
新
潮
新
書
、
二
〇
一
一
年
）
四
二
︲
四
三
頁
。

（
12
）　

朝
日
新
聞
（
二
〇
一
一
年
二
月
二
日
）。

（
13
）　

菅
内
閣
で
内
閣
官
房
参
与
だ
っ
た
五
十
嵐
敬
喜
教
授
は
、
政
権
中
枢
に
い
て
も
公
共
事
業
を
変
え
ら
れ
な
か
っ
た
事
情
を
語
っ
て
い

る
。
朝
日
新
聞
（
二
〇
一
二
年
一
二
月
六
日
）。

（
14
）　

朝
日
新
聞
（
二
〇
一
一
年
四
月
二
九
日
）。

（
15
）　

山
口
二
郎
『
政
権
交
代
と
は
何
だ
っ
た
の
か
』（
岩
波
新
書
、
二
〇
一
二
年
）
九
〇
頁
。

（
16
）　

日
本
経
済
新
聞
（
二
〇
一
三
年
五
月
二
九
日
）。

（
17
）　http://w

w
w

.kantei.go.jp/jp/singi/koum
uinkaikaku/pdf/houkoku1.pdf.

（
18
）　

ち
な
み
に
、
同
条
は
、
必
要
な
法
制
上
の
措
置
に
つ
い
て
、「
こ
の
法
律
の
施
行
後
一
年
以
内
を
目
途
と
し
て
講
ず
る
も
の
と
す
る
」

と
規
定
す
る
が
、
先
送
り
と
な
っ
て
い
る
。
一
連
の
動
き
に
つ
い
て
は
、
上
田
健
介
「
内
閣
と
公
務
員
の
人
事
権
―
国
家
公
務
員
制
度
改

革
基
本
法
の
成
立
を
契
機
と
し
て
」
近
畿
大
学
法
科
大
学
院
論
集
五
号
（
二
〇
〇
九
年
）
一
三
五
頁
以
下
が
詳
し
い
。

（
19
）　

川
田
琢
之
「『
公
務
員
制
度
の
総
合
的
な
改
革
に
関
す
る
懇
談
会
報
告
書
』
の
検
討
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
三
五
五
号
（
二
〇
〇
八
年
）

五
二
頁
。

（
20
）　

同
右
。

（
21
）　

ち
な
み
に
、
人
事
行
政
に
合
理
性
、
科
学
性
を
も
た
ら
す
も
の
と
し
て
、
戦
後
、
職
階
制
の
導
入
が
企
図
さ
れ
、
国
家
公
務
員
の
職

階
制
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
五
年
法
律
一
八
〇
号
）
が
制
定
さ
れ
た
が
、
結
局
、
職
階
制
の
導
入
を
見
な
い
ま
ま
二
〇
〇
九
年
に
廃
止
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さ
れ
た
（
平
成
一
九
年
法
律
一
〇
八
号
）。
そ
の
原
因
は
、「
そ
の
分
類
作
業
、
具
体
の
官
職
の
格
付
け
作
業
に
困
難
を
」
き
た
す
な
ど
の

理
由
の
ほ
か
、「
も
っ
と
も
基
本
的
に
は
、
わ
が
国
が
か
つ
て
の
官
吏
制
度
の
下
に
お
け
る
人
事
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
終
身
雇
用

制
を
前
提
と
し
た
ジ
ェ
ネ
ラ
リ
ス
ト
的
公
務
員
観
に
よ
る
も
の
と
解
さ
れ
る
」（
塩
野
宏
『
行
政
法
Ⅲ
（
第
三
版
）』（
有
斐
閣
、
二
〇
〇

六
年
）
二
五
三
頁
）。
大
森
彌
『
官
の
シ
ス
テ
ム
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
六
年
）
四
七
︲
四
九
頁
も
参
照
。

（
22
）　

上
田
・
前
掲
注（
18
）一
七
七
︲
一
七
八
頁
。

（
23
）　

も
っ
と
も
、
局
長
級
人
事
に
つ
い
て
は
、
予
め
閣
議
承
認
が
必
要
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
の
前
に
官
房
長
官
が
主
宰
す
る
閣
議
人
事
検

討
会
議
に
人
事
案
が
提
示
さ
れ
る
の
で
、
運
用
上
は
内
閣
の
一
元
的
関
与
が
な
さ
れ
て
い
る
。
閣
議
人
事
検
討
会
議
の
設
置
に
伴
い
、

「
会
議
の
運
用
基
準
と
し
て
内
規
を
作
成
し
こ
れ
を
各
省
事
務
次
官
に
明
示
す
る
こ
と
で
、
政
治
的
恣
意
性
を
排
除
し
公
正
中
立
に
行
う

と
と
も
に
、
各
省
庁
に
対
す
る
手
続
の
透
明
性
を
確
保
し
た
。
こ
の
結
果
、
各
省
庁
側
の
不
安
が
払
拭
さ
れ
、
官
邸
へ
の
信
頼
が
高
ま
り
、

官
邸
の
各
省
庁
へ
の
指
導
力
が
高
ま
っ
た
よ
う
に
思
う
し
、
各
省
庁
に
お
い
て
、
人
事
を
よ
り
慎
重
・
的
確
に
行
う
こ
と
に
な
っ
た
」
と

の
意
見
が
あ
る
。
第
六
回
今
後
の
公
務
員
制
度
改
革
の
在
り
方
に
関
す
る
意
見
交
換
会
「
議
事
の
概
要
」（
平
成
二
五
年
五
月
二
〇
日
）

一
頁
。http://w

w
w

.gyoukaku.go.jp/koum
uin/arikata-ikenkoukan/dai6/gironnogaiyou.pdf.

（
24
）　

元
建
設
省
の
官
僚
で
人
事
院
総
裁
で
あ
っ
た
中
島
忠
能
は
、「
公
務
員
の
中
立
公
正
性
、
公
務
執
行
の
公
正
性
の
確
保
と
い
う
の
は

戦
後
の
公
務
員
制
度
の
基
本
的
な
思
想
な
ん
で
す
ね
。
こ
れ
は
公
務
員
制
度
の
改
革
の
議
論
を
す
る
と
き
に
は
、
し
っ
か
り
こ
の
こ
と
を

議
論
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
と
い
う
ふ
う
に
思
い
ま
す
。
こ
こ
数
年
公
務
員
制
度
の
改
革
の
議
論
が
行
わ
れ
て
お
り

ま
す
け
れ
ど
も
、
こ
の
点
に
つ
い
て
の
し
っ
か
り
し
た
議
論
が
行
わ
れ
て
い
な
い
と
い
う
ふ
う
に
私
は
見
て
お
り
ま
す
。
…
…
〔
憲
法

一
五
条
で
〕
公
務
員
は
全
体
の
奉
仕
者
だ
と
、
こ
う
い
う
ふ
う
に
な
っ
て
お
る
わ
け
で
す
が
、
全
体
の
奉
仕
者
と
い
う
の
は
、
み
ん
な
と

に
か
く
公
平
に
公
務
の
執
行
の
恩
恵
を
受
け
な
き
ゃ
な
ら
な
い
と
い
う
思
想
で
ご
ざ
い
ま
す
か
ら
、
そ
の
行
政
執
行
を
す
る
公
務
員
と
い

う
の
は
政
治
的
に
中
立
で
な
き
ゃ
な
ら
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
。
一
七
四
国
会
参
行
政
監
視
委
員
会
会
議
録
一
号
（
平
成
二
二
年
二
月
二

二
日
）
一
四
頁
。

（
25
）　

駒
村
圭
吾
「
ハ
ッ
チ
法
と
公
務
の
政
治
的
中
立
性
―
『
封
印
』
さ
れ
た
二
つ
の
論
点
」
比
較
憲
法
学
研
究
二
〇
号
（
二
〇
〇
八
年
）

二
六
︲
三
二
頁
。

（
26
）　

猿
払
事
件
最
大
判
に
お
け
る
反
対
意
見
を
引
用
し
つ
つ
、
わ
が
国
の
国
家
公
務
員
法
に
よ
る
政
治
的
行
為
制
限
の
目
的
を
メ
リ
ッ
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ト
・
シ
ス
テ
ム
の
保
護
に
求
め
る
見
解
と
し
て
、
岩
切
紀
史
「
公
務
員
の
人
権
」
安
西
文
雄
ほ
か
『
憲
法
学
の
現
代
的
論
点
（
第
二
版
）』

（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
九
年
）
三
一
一
︲
三
一
四
頁
。

（
27
）　

菅
原
和
行
「
ア
メ
リ
カ
政
治
任
用
制
の
過
去
と
現
在
」
久
保
文
明
『
オ
バ
マ
大
統
領
を
支
え
る
高
官
た
ち
―
政
権
移
行
と
政
治
任
用

の
研
究
』（
日
本
評
論
社
、
二
〇
〇
九
年
）
二
一
︲
二
二
頁
は
、
第
一
に
憲
法
に
よ
る
大
統
領
の
公
務
員
任
命
権
、
第
二
に
代
表
制
に
配

慮
し
た
政
治
任
用
、
第
三
に
ス
ポ
イ
ル
ズ
・
シ
ス
テ
ム
（
猟
官
制
）
の
萌
芽
を
挙
げ
る
。
こ
こ
で
、
政
治
任
用
制
と
猟
官
制
の
概
念
が
区

別
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
バ
ウ
マ
ン
と
ウ
エ
ス
ト
の
区
別
に
よ
れ
ば
、
猟
官
制
が
「
再
選
を
確
実
に
す
る
助
け
と
な

る
よ
う
に
党
派
的
に
用
い
ら
れ
る
汚
職
の
一
形
態
」
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
政
治
任
用
は
「
ア
メ
リ
カ
の
民
主
主
義
の
伝
統
に
調
和
す
る

か
た
ち
で
、
政
府
の
官
僚
機
構
を
責
任
あ
る
も
の
に
し
、
執
政
府
の
指
導
力
を
確
実
な
も
の
に
す
る
た
め
に
不
可
欠
な
役
割
を
果
た
す
」

も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
。Jam

es S. Bow
m

an &
 Jonathan P. W

est, A
m

erica
n P

u
blic S

erv
ice: R

a
d

ica
l R

efo
rm a

n
d t

h
e 

M
erit S

y
st

em 79 (CRC Press, 2007).

（
28
）　

行
政
学
的
に
は
、
行
政
機
関
の
長
が
必
要
に
応
じ
て
部
内
の
職
員
へ
任
用
権
限
を
委
任
で
き
る
点
が
、
ア
メ
リ
カ
の
特
徴
で
あ
る
と

の
指
摘
が
あ
る
。
村
松
岐
夫
編
『
最
新
公
務
員
制
度
改
革
』（
学
陽
書
房
、
二
〇
〇
八
年
）
一
一
〇
頁
〔
村
松
岐
夫
執
筆
〕。
日
本
で
い
う

と
課
長
や
係
長
ク
ラ
ス
の
職
員
に
権
限
委
任
が
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
、「
こ
の
慣
例
と
公
募
と
資
格
認
定
の
関
係
が
ど
の
よ

う
に
運
用
さ
れ
て
い
る
か
は
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
組
織
運
営
と
労
働
市
場
の
関
係
を
知
る
た
め
に
は
こ
れ
か
ら
調
査
す
べ
き
情
報
で
あ

る
」（
同
右
）
と
の
問
題
提
起
は
重
要
で
あ
る
。

（
29
）　W

ayne J. U
rban &

 Jennings L. W
agoner, Jr., A

m
erica

n E
d

u
ca

t
io

n: A
 H

ist
o

ry (3rd ed.) 93 (M
cGraw

-H
ill, 2004).

（
30
）　Law

rence M
. Friedm

an, A
 H

ist
o

ry o
f A

m
erica

n L
a

w (3rd ed.) 127 (T
ouchstone, 2005).

（
31
）　Ibid.

（
32
）　Id. at 128.

（
33
）　Ibid. See also Sidney H

. A
ronson, S

t
a

t
u

s a
n

d K
in

sh
ip in t

h
e H

igh
er C

iv
il S

erv
ice (H

arv. U
. P., 1964).

（
34
）　Roger M

atuz (Bill H
arris ed.), T

h
e P

resid
en

t
s F

a
ct

bo
o

k (revised ed.) 330 (Black D
og &

 Leventhal Pub., 2009).

（
35
）　

辻
清
明
『
公
務
員
制
の
研
究
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
一
年
）
八
八
頁
以
下
参
照
。

（
36
）　M

atuz, supra note 34 at 331.
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（
37
）　Ibid.

（
38
）　

村
松
岐
夫
『
公
務
員
制
度
改
革
―
米
・
英
・
独
・
仏
の
動
向
を
踏
ま
え
て
』（
学
陽
書
房
、
二
〇
〇
八
年
）
六
五
頁
〔
稲
継
裕
昭
ほ

か
執
筆
〕。

（
39
）　Friedm

an, supra note 30 at 345, 425.

（
40
）　Id. at 510.

（
41
）　A

rnett v. K
ennedy, 416 U

.S. 134 (1974).

（
42
）　Steven G. Calabresi &

 Christopher S. Y
oo, T

h
e U

n
it

a
ry E

x
ecu

t
iv

e: P
resid

en
t

ia
l P

o
w

er fro
m W

a
sh

in
gt

o
n t

o 
B

u
sh 7 (Y

ale U
. P., 2008).

（
43
）　Id. at 422.

（
44
）　CSC v. Letter Carriers, 413 U

.S. 548, 578-579 (1973).

（
45
）　Id. at 580.

（
46
）　A

rnett v. K
ennedy, 416 U

.S., 163. See also Board of R
egents v. R

oth, 408 U
.S. 564, 573 (1972).

（
47
）　D

w
ight Ink, W

hat w
as behind the 1978 Civil Service R

eform
?, in Jam

es P. Pfiffner &
 D

ouglas A
. Brook, T

h
e 

F
u

t
u

re o
f t

h
e M

erit: T
w

en
t

y Y
ea

rs a
ft

er t
h

e C
iv

il S
erv

ice R
efo

rm A
ct 40-41 (W

oodrow
 W

ilson Center Press, 
2000).

（
48
）　Reorganization Plan N

o. 2 of 1978 (43 F.R. 36037) and the Civil Service Reform
 A

ct of 1978 (Public Law
 N

o. 95-
454, 92 Stat. 1111). See also 5 U

.S.C.A
. A

pp. 1, 

§204.

（
49
）　

な
お
、
こ
の
他
の
人
事
に
関
連
す
る
独
立
機
関
と
し
て
、
雇
用
機
会
公
平
委
員
会
（Equal Em

ploym
ent O

pportunity Com
­

m
ission

）
と
連
邦
労
働
関
係
庁
（Federal Labor Relations A

uthority

）
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

（
50
）　http://w

w
w

.m
spb.gov/A

bout/about.htm
.

（
51
）　H

arold C. Relyea, T
he E

xecutive O
ffi

ce of the President: H
istorical O

verview
, CRS Report for Congress 98-606, 

6-8 (2008). A
vailable at http://w

w
w

.fas.org/sgp/crs/m
isc/98-606.pdf.

（
52
）　

毛
桂
榮
「
公
務
員
制
と
政
治
体
制
（
二
）・
完
―
五
ヶ
国
人
事
行
政
機
関
の
比
較
研
究
」
明
治
学
院
論
叢
六
二
九
号
（
一
九
九
九
年
）
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二
〇
一
頁
。

（
53
）　

赤
木
須
留
喜
「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
近
代
的
公
務
員
制
度
の
成
立
（
一
）」
明
治
学
院
論
叢
五
二
六
号
（
一
九
九
三
年
）
三
二
︲
三

七
頁
。

（
54
）　

民
間
団
体
に
よ
る
提
言
を
紹
介
す
る
も
の
と
し
て
、
加
藤
栄
一
「
米
国
に
お
け
る
人
事
院
・
人
事
委
員
会
の
廃
止
―
日
本
公
務
員
法

の
母
法
の
思
想
史
的
展
望
の
中
で
」
自
治
研
究
五
五
巻
二
号
（
一
九
七
九
年
）
五
二
︲
五
六
頁
。

（
55
）　

毛
桂
榮
『
日
本
の
行
政
改
革
―
政
治
改
革
の
政
治
と
行
政
』（
青
木
書
店
、
一
九
九
七
年
）
二
二
頁
以
下
参
照
。

（
56
）　Executive O

rder 8248 (Sep. 8, 1939).

（
57
）　Executive O

rder 10452 (M
ay 1, 1953).

（
58
）　

毛
・
前
掲
注（
52
）二
〇
三
頁
。

（
59
）　Chester A

. N
ew

land, Politics of T
ransition, in Pfiffner &

 Brook, supra note 47, 204-205. 

な
お
、
こ
こ
で
は
メ
リ
ッ

ト
・
シ
ス
テ
ム
の
原
理
と
し
て
、
①
民
主
主
義
（
開
か
れ
た
競
争
と
機
会
の
平
等
）、
②
職
業
能
力
（
専
門
性
と
実
績
）、
③
政
治
的
影
響

や
論
功
か
ら
の
自
由
（
公
務
の
安
定
性
と
継
続
性
に
向
け
た
中
立
性
）
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

（
60
）　Id. at 206-208.

（
61
）　Legislation to A

m
end the H

atch A
ct, H

earing Before the S. Com
m

. on Gov. A
ff., 95th Cong. 45 (1977) (Letter to 

Senator Sasser, A
ug. 8, 1977). 

連
邦
議
会
下
院
郵
政
及
び
公
務
委
員
会
公
務
小
委
員
会
ウ
イ
リ
ア
ム
・
ク
レ
イ
小
委
員
長
の
発
言
参

照
。

（
62
）　D

w
ight Ink, W

hat W
as Behind T

he 1978 Civil Service R
eform

?, in Pfiffner &
 Brook, supra note 47, 39-41. 

イ
ン

ク
は
カ
ー
タ
ー
政
権
に
お
け
る
公
務
員
制
度
改
革
法
（
一
九
七
八
年
）
立
案
の
責
任
者
で
あ
る
。

（
63
）　H

.R. 10, 95th Cong. (1977), sponsored by Rep. W
illiam

 Clay.

（
64
）　

ク
レ
イ
下
院
議
員
は
、
前
立
法
期
に
お
い
て
も
同
名
の
法
律
案
を
提
出
し
て
い
る
。
そ
の
際
は
、
司
法
長
官
の
捜
査
を
受
け
て
、
人

事
委
員
会
が
三
〇
日
を
下
回
ら
な
い
停
職
処
分
を
下
す
仕
組
み
に
し
よ
う
と
し
て
い
た
。H

.R. 3000, 94th Cong. (1975).

（
65
）　S.80, 95th Cong. (1977), sponsored by Sen. Q

uentin N
. Burdick.

（
66
）　Patricia W

. Ingraham
, T

h
e F

o
u

n
d

a
t

io
n o

f M
erit: P

u
blic S

erv
ice in A

m
erica

n D
em

o
cra

cy 83 (Johns H
opkins 
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U
niv. P., 1995).

（
67
）　

一
九
七
九
年
四
月
二
〇
日
付
の
監
察
長
官
（Com

ptroller General

）
か
ら
上
院
行
政
委
員
会
委
員
長
宛
の
書
簡
に
よ
れ
ば
、
Ｍ

Ｓ
Ｐ
Ｂ
・
Ｏ
Ｓ
Ｃ
と
も
に
与
え
ら
れ
た
職
務
を
遂
行
す
る
の
に
十
分
な
資
源
を
持
ち
得
て
い
な
い
と
指
摘
し
て
い
る
。O

versight of 
the Civil Service R

eform
 A

ct of 1978, H
earing before the Com

m
ittee on Governm

ental A
ffairs, U

.S. Senate, 96th 
Congress 2 (M

ay 8, 1979).

（
68
）　Supra note 59 at 212.

（
69
）　

禁
止
さ
れ
た
人
事
措
置
に
は
一
二
の
類
型
が
あ
る
。
①
人
種
、
肌
の
色
、
宗
教
、
性
別
、
出
身
国
、
年
齢
、
障
害
、
婚
姻
の
有
無
、

加
盟
政
党
、
②
不
適
当
な
雇
用
条
件
を
求
め
、
考
慮
す
る
こ
と
、
③
政
治
活
動
を
強
制
す
る
こ
と
、
④
職
務
公
募
に
つ
い
て
騙
し
た
り
、

意
図
的
に
妨
害
し
た
り
す
る
こ
と
、
⑤
他
者
の
雇
用
見
通
し
を
改
善
さ
せ
、
ま
た
は
阻
害
さ
せ
る
た
め
に
、
選
考
を
辞
退
す
る
よ
う
あ
る

者
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
、
⑥
他
者
の
雇
用
見
通
し
を
改
善
さ
せ
、
ま
た
は
阻
害
さ
せ
る
た
め
に
、
正
式
の
許
可
を
得
な
い
優
先
権
や
便

宜
を
与
え
る
こ
と
、
⑦
縁
故
採
用
、
⑧
内
部
通
報
へ
の
報
復
、
⑨
不
服
審
査
請
求
、
異
議
申
立
て
若
し
く
は
苦
情
申
立
て
の
権
利
行
使
、

当
該
権
利
を
他
者
が
行
使
す
る
た
め
の
証
言
若
し
く
は
支
援
、
特
別
法
務
官
（Special Counsel

）
ま
た
は
首
席
監
察
官
（Inspector 

General

）
へ
の
協
力
若
し
く
は
情
報
公
開
、
ま
た
は
法
律
違
反
を
要
求
す
る
命
令
へ
の
服
従
拒
否
に
対
す
る
報
復
、
⑩
職
務
能
率
を
阻

害
し
な
い
個
人
的
行
為
に
基
づ
く
差
別
、
⑪
退
役
軍
人
優
先
雇
用
要
求
に
対
す
る
違
反
、
⑫5 U

.S.C. 2301

に
規
定
す
る
資
格
任
用
制

度
の
実
施
、
ま
た
は
直
接
関
係
す
る
法
律
、
規
則
、
規
程
の
違
反
。See 5 U

.S.C. 2302 (b). 

（
70
）　O

SC File H
A

-12-1989 (12 Sep., 2012), available at http://w
w

w
.osc.gov/docum

ents/hatchact/H
atch A

ct Report 
on H

H
S Secretary K

athleen Sebelius.pdf.

（
71
）　O

SC Im
m

ediate Release, Congress M
odernizes the H

atch A
ct (19 D

ec., 2012), available at http://w
w

w
.osc.gov/

docum
ents/press/2012/pr12_26.pdf.

（
72
）　See supra note 48.

（
73
）　W

histleblow
er Protection A

ct. Public Law
 N

o. 101-12 (1989). 
Ｏ
Ｓ
Ｃ
の
権
限
と
責
務
を
明
ら
か
に
す
る
規
定
に
よ
り
、

5 U
.S.C. 1211

ほ
か
が
改
正
さ
れ
る
。

（
74
）　Public Law

 N
o. 103-94 (1993)

は
、
合
衆
国
法
典
第
五
章
及
び
第
一
二
章
の
関
連
規
定
を
改
正
す
る
。
そ
の
内
容
を
紹
介
す
る
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も
の
と
し
て
、
駒
村
・
前
掲
注（
25
）三
二
︲
三
三
頁
、
竹
尾
隆
「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
るH

atch A
ct

（Political A
ctivities A

ct

）
改

正
（
一
九
九
三
年
）
の
背
景
」
神
奈
川
法
学
三
七
巻
一
号
（
二
〇
〇
四
年
）
三
七
︲
五
八
頁
、
佐
伯
祐
二
「
ア
メ
リ
カ
公
務
員
法
に
お
け

る
政
治
的
行
為
の
制
限
」
晴
山
一
穂
ほ
か
『
欧
米
諸
国
の
「
公
務
員
の
政
治
活
動
の
自
由
」
―
そ
の
比
較
法
的
研
究
』（
日
本
評
論
社
、

二
〇
一
一
年
）
三
二
︲
三
七
頁
。 

（
75
）　U

niform
ed Services Em

ploym
ent and Reem

ploym
ent Rights A

ct. Public Law
 N

o. 103-353 (1994)

は
、38 U

.S.C. 
4301

ほ
か
を
改
正
す
る
。T

he V
eteranʼs Em

ploym
ent O

pportunities A
ct of 1998 (Public Law

 N
o. 103-424) 

も
ま
た
、
退

役
軍
人
保
護
に
関
す
る
Ｏ
Ｓ
Ｃ
の
役
割
を
拡
大
す
る
。See 5 U
.S.C. 2302 (b) (11).

（
76
）　

陸
・
海
・
空
・
海
兵
の
四
軍
の
ほ
か
、
沿
岸
警
備
隊
、
公
衆
衛
生
局
士
官
部
隊
、
海
洋
大
気
監
視
局
士
官
部
隊
が
含
ま
れ
る
。

（
77
）　Public Law

 N
o. 103-424, codified in various sections of title 5 of the U

.S. Code. 

同
規
定
は
、
連
邦
機
関
が
、
Ｏ
Ｓ
Ｃ

の
助
言
に
従
い
、
内
部
通
報
者
保
護
法
に
基
づ
く
権
利
と
救
済
を
職
員
に
説
明
す
る
責
任
を
定
め
て
い
る
（5 U

.S.C. 2302 (c)

）。

（
78
）　Public Law

 N
o. 107-71 (2001).

（
79
）　Bruce D

. Fong, W
histleblow

er Protection and the O
ffi

ce of Special Counsel: T
he D

evelopm
ent of R

eprisal Law
 

in the 1980s, 40 A
m. U

.L. R
ev., 1015 (1991).

（
80
）　Id. at 1015-1016.

（
81
）　Jam

es S. Ray &
 Barbara B. Brow

n, Federal Legislative U
pdate: January-M

arch 1989, 5 L
a

b. L
a

w, 276 (1989).

（
82
）　M

em
orandum

 of D
isapproval for the W

histleblow
er Protection A

ct of 1988 (Ronald Reagan), 24 W
eek

ly C
o

m
p. 

P
res. D

o
c. 1377 (26 O

ct., 1988).

（
83
）　See Special Counsel v. R

obert W
ilkinson, 2006 M

.S.P.B. 353 (2006).

（
84
）　Carolyn M

. A
bbate, Itʼs T

im
e to 

“Hatch

” a N
ew

 A
ct: H

ow
 the O

SCʼs Interpretation of the H
atch A

ct Chills 
Protected Speech, 18 F

ed. C
ir. B.J. 151 (2009).

（
85
）　

も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
は
人
事
委
員
会
の
消
極
的
姿
勢
を
述
べ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
大
統
領
に
な
る
前
の
セ
オ
ド
ア
・
ル
ー

ズ
ベ
ル
ト
は
、
人
事
委
員
会
委
員
と
し
て
積
極
的
に
不
正
を
取
り
締
ま
り
、
女
性
登
用
を
積
極
的
に
行
う
な
ど
、
能
力
本
位
の
人
事
が
行

わ
れ
る
よ
う
に
努
め
た
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。Supra note 34 at 399.
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（
86
）　

坂
本
勝
「
ア
メ
リ
カ
連
邦
公
務
員
制
度
に
お
け
る
人
事
行
政
の
動
向
―
メ
リ
ッ
ト
・
シ
ス
テ
ム
と
代
表
制
を
中
心
に
」
龍
谷
法
学
二

九
巻
三
号
（
一
九
九
六
年
）
一
二
頁
。

（
87
）　

人
事
委
員
会
か
ら
独
立
し
た
効
率
局
（Bureau of Effi

ciency

）
が
財
政
局
（Bureau of Budget

）
に
先
駆
け
て
議
会
に
よ
り

設
置
さ
れ
、
政
府
全
体
の
効
率
性
を
大
統
領
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で
高
め
て
い
く
機
構
の
さ
き
が
け
で
あ
る
と
評
価
す
る
研
究
が
あ
る
。

M
ordecai Lee, In

st
it

u
t

io
n

a
lizin

g C
o

n
gress a

n
d t

h
e P

resid
en

cy: U
.S. B

u
rea

u o
f E

fficien
cy, 1916-1933 (T

exas A
&

M
, 

2006).

（
88
）　

そ
の
一
例
と
し
て
一
九
一
二
年
の
タ
フ
ト
委
員
会
の
提
言
が
挙
げ
ら
れ
る
。See e.g. Peri E. A

rnold, M
a

k
in

g t
h

e M
a

n
a

geria
l 

P
resid

en
cy: C

o
m

preh
en

siv
e R

eo
rga

n
iza

t
io

n P
la

n
n

in
g, 1905-1996 (2nd ed.) 39-51 (U

niv. P. of K
ansas, 1998).

（
89
）　

福
田
紀
夫
「
職
階
制
と
そ
の
後
」
人
事
院
月
報
七
二
〇
号
（
二
〇
〇
九
年
）
二
四
︲
二
八
頁
。
鵜
養
幸
雄
「
職
階
制
へ
の
レ
ク
イ
エ

ム
」
立
命
館
法
学
三
三
〇
号
（
二
〇
一
〇
年
）
一
︲
七
一
頁
。

（
90
）　

飯
尾
潤
『
日
本
の
統
治
構
造
』（
中
公
新
書
、
二
〇
〇
七
年
）
四
〇
︲
四
四
頁
。

（
91
）　

か
つ
て
人
事
院
総
裁
を
務
め
た
佐
藤
達
夫
は
、
創
立
一
五
周
年
に
あ
た
り
「
近
年
で
は
、
人
事
院
と
い
え
ば
、
給
与
の
勧
告
だ
け
が

脚
光
を
あ
び
、
他
の
機
能
に
つ
い
て
は
一
般
か
ら
あ
ま
り
認
識
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
感
ぜ
ら
れ
ま
す
」
と
述
べ
、
そ
の
理
由
を
政
権
交

代
に
伴
う
公
務
員
の
大
量
入
替
や
露
骨
な
猟
官
活
動
の
不
在
に
求
め
て
い
る
（
佐
藤
達
夫
「
人
事
院
創
立
一
五
周
年
に
あ
た
っ
て
」
人
事

院
月
報
一
五
四
号
（
一
九
六
三
年
）
一
頁
）。
だ
が
、
創
立
か
ら
六
〇
年
以
上
経
過
し
て
も
「
一
般
か
ら
あ
ま
り
認
識
さ
れ
て
い
な
い
」

状
況
に
変
化
が
な
い
の
は
、
他
の
理
由
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
92
）　Supra note 70.

（
93
）　

も
と
も
と
一
九
四
七
年
の
国
公
法
制
定
に
あ
た
り
、
特
別
職
の
範
囲
に
各
省
次
官
が
含
ま
れ
て
い
た
が
、
翌
年
の
改
正
に
よ
り
次
官

が
一
般
職
へ
と
移
行
さ
れ
た
経
緯
が
あ
り
、「
こ
う
し
て
、
官
の
シ
ス
テ
ム
の
頂
点
に
安
座
す
る
各
省
事
務
次
官
以
下
の
キ
ャ
リ
ア
が
依

然
と
し
て
政
策
の
立
案
と
実
施
に
つ
い
て
事
実
上
の
主
導
権
を
握
る
体
制
は
維
持
さ
れ
た
の
で
あ
る
」（
大
森
・
前
掲
注（
21
）四
六
︲
四

七
頁
）。

（
94
）　

塩
野
宏
『
行
政
法
Ⅲ
（
第
四
版
）』（
有
斐
閣
、
二
〇
一
二
年
）
二
七
〇
︲
二
七
一
頁
。

（
95
）　
「
衆
議
院
議
員
赤
澤
亮
正
君
提
出
内
閣
官
房
専
門
調
査
員
と
し
て
在
籍
す
る
民
主
党
事
務
局
職
員
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書
」
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内
閣
衆
質
一
七
四
第
二
一
二
号
（
平
成
二
二
年
三
月
一
二
日
）。

（
96
）　

こ
れ
に
関
連
し
て
、
国
家
公
務
員
法
五
五
条
三
項
は
、「
こ
の
法
律
、
人
事
院
規
則
及
び
人
事
院
指
令
に
規
定
す
る
要
件
を
備
え
な

い
者
は
、
こ
れ
を
任
命
し
、
雇
用
し
、
昇
任
さ
せ
若
し
く
は
転
任
さ
せ
て
は
な
ら
ず
、
又
は
い
か
な
る
官
職
に
も
配
置
し
て
は
な
ら
な

い
。」
と
し
て
お
り
、
人
事
院
は
こ
の
規
定
を
厳
格
に
実
施
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
97
）　http://osc.gov/hatchact.htm

. See also, Joe D
avidson, H

atch A
ct perm

its range of fedsʼ political action, 
W

a
sh

in
gt

o
n P

o
st (26 Sep., 2012).

（
98
）　

二
〇
一
一
年
の
人
事
院
勧
告
に
つ
い
て
、
内
閣
は
実
施
を
見
送
り
、
議
員
提
案
に
よ
る
給
与
臨
時
特
例
法
（
平
成
二
四
年
法
律
二

号
）
に
よ
り
大
幅
な
給
与
削
減
を
行
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
違
憲
確
認
訴
訟
が
提
起
さ
れ
て
い
る
。
加
藤
健
次
「
労
働
基
本
権
の
新
た

な
憲
法
判
断
を
問
う
―
「
公
務
員
賃
下
げ
違
憲
訴
訟
」
の
意
義
と
課
題
」
季
刊
労
働
者
の
権
利
二
九
五
号
（
二
〇
一
二
年
）
四
五
︲
五
〇

頁
。

（
99
）　
「
人
事
院
の
創
立
、
変
遷
と
国
家
公
務
員
人
事
管
理
に
お
け
る
現
代
的
課
題
」
人
事
院
月
報
七
一
九
号
（
二
〇
〇
九
年
）
一
二
頁
。

（
100
）　

井
出
嘉
憲
「
戦
後
改
革
と
日
本
官
僚
制
」
東
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所
編
『
戦
後
改
革
三　

政
治
過
程
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一

九
七
四
年
）
二
〇
九
︲
二
二
三
頁
。

（
101
）　

人
事
院
・
前
掲
注（
4
）一
四
頁
。

（
102
）　

上
田
・
前
掲
注（
18
）一
四
二
頁
。

（
103
）　

人
事
院
の
内
部
部
局
で
あ
る
事
務
総
局
の
組
織
「
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
人
事
院
規
則
で
こ
れ
を
定
め
る
」（
国
家
公
務
員
法
一

三
条
二
項
）
と
規
定
さ
れ
て
お
り
、「
職
員
に
関
す
る
人
事
行
政
の
公
正
の
確
保
及
び
職
員
の
利
益
の
保
護
等
に
関
す
る
事
務
」（
三
条
二

項
）
の
範
囲
に
お
い
て
、
組
織
編
制
権
を
与
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
人
事
院
が
必
要
と
思
う
組
織
の
設
置
は
比
較
的
容
易
な
の
で
あ

る
。

（
104
）　

小
林
節
「
米
国
に
お
け
る
政
治
任
用
の
実
態
か
ら
学
ぶ
こ
と
：
わ
が
国
に
お
け
る
政
治
任
用
の
展
望
を
考
え
る
」
人
事
院
編
・
前
掲

注（
4
）六
〇
頁
。

（
105
）　

人
事
の
自
律
性
の
問
題
点
は
、
自
律
性
そ
の
も
の
と
い
う
よ
り
も
省
庁
割
拠
制
的
人
事
が
行
わ
れ
、
し
か
も
そ
れ
が
省
益
追
求
と
い

う
独
自
の
政
治
性
を
帯
び
て
い
る
こ
と
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
、「
こ
う
し
た
観
点
か
ら
見
れ
ば
、
人
事
院
が
果
た
し
て
き
た
機
能
を
む
し
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アメリカにおける憲法秩序としてのメリット・システム

ろ
拡
充
・
強
化
す
る
こ
と
が
必
要
」
と
の
指
摘
は
適
切
で
あ
る
。
野
中
尚
人
「
政
権
交
代
型
の
統
治
シ
ス
テ
ム
と
幹
部
公
務
員
の
政
治
的

中
立
性
―
政
治
任
用
の
拡
大
は
本
当
の
問
題
解
決
な
の
か
」
人
事
院
月
報
七
四
二
号
（
二
〇
一
一
年
）
五
頁
。
た
だ
、
そ
の
具
体
策
が
求

め
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

（
106
）　

小
林
教
授
は
「
行
政
の
政
治
的
中
立
性
に
違
反
す
る
行
為
と
は
、
典
型
的
に
は
選
挙
に
介
入
す
る
こ
と
で
あ
り
、
厳
格
に
は
、
行
政

官
僚
に
よ
る
国
会
対
策
も
問
題
で
あ
る
」
と
す
る
。
小
林
・
前
掲
注（
104
）五
八
︲
五
九
頁
。

（
107
）　

わ
が
国
の
人
事
院
の
課
題
と
展
望
に
つ
い
て
の
議
論
状
況
は
、
毛
・
前
掲
注（
52
）二
二
六
︲
二
四
〇
頁
に
詳
し
い
。

（
108
）　

土
井
真
一
「
人
事
行
政
の
公
正
性
―
憲
法
第
一
五
条
の
観
点
か
ら
」
人
事
院
月
報
七
四
一
号
（
二
〇
一
一
年
）
五
頁
。

（
109
）　

最
判
平
成
二
四
年
一
二
月
七
日
刑
集
六
六
巻
一
二
号
一
三
三
七
頁
。

（
110
）　

最
大
判
昭
和
四
九
年
一
一
月
六
日
刑
集
二
八
巻
九
号
三
九
三
頁
。

（
111
）　

人
事
院
規
則
一
四
―
七
第
八
項
は
、「
各
省
各
庁
の
長
及
び
特
定
独
立
行
政
法
人
の
長
は
、
法
又
は
規
則
に
定
め
る
政
治
的
行
為
の

禁
止
又
は
制
限
に
違
反
す
る
行
為
又
は
事
実
が
あ
つ
た
こ
と
を
知
つ
た
と
き
は
、
直
ち
に
人
事
院
に
通
知
す
る
と
と
も
に
、
違
反
行
為
の

防
止
又
は
矯
正
の
た
め
に
適
切
な
措
置
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と
定
め
る
が
、
こ
れ
は
、「
人
事
院
に
通
知
さ
せ
る
こ
と
に
し
た

の
は
、
こ
の
規
則
の
運
用
を
統
一
し
、
万
一
の
過
誤
な
き
こ
と
を
期
す
る
が
た
め
で
あ
る
」
と
さ
れ
て
い
る
（
浅
井
・
前
掲
注（
1
）一
〇

〇
︲
一
〇
一
頁
）。
こ
の
こ
と
は
、
人
事
院
が
国
公
法
・
人
事
院
規
則
の
解
釈
・
運
用
の
統
一
性
を
維
持
す
る
こ
と
を
定
め
て
い
る
は
ず

で
あ
り
、「
各
省
庁
が
…
…
一
応
、
人
事
院
の
見
解
を
事
前
に
聞
い
て
置
く
と
い
う
態
度
」（
浅
井
清
『
新
版　

国
家
公
務
員
法
精
義
』

（
学
陽
書
房
、
一
九
七
〇
年
）
四
五
七
頁
）
は
、
む
し
ろ
法
の
要
請
で
あ
っ
た
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
に
お
い
て
、
人
事
院
の

告
発
権
付
与
は
現
法
令
に
整
合
的
な
の
で
あ
る
。

（
112
）　

ア
メ
リ
カ
で
は
Ｏ
Ｐ
Ｍ
の
職
務
で
は
あ
る
が
、
国
家
機
密
に
関
わ
る
職
員
の
検
査
を
す
る
「
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
・
ク
リ
ア
ラ
ン
ス
」
を

人
事
院
が
担
う
こ
と
も
一
案
で
あ
る
。
な
お
、
ア
メ
リ
カ
で
は
こ
の
業
務
も
民
営
化
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
興
味
深
い
。
Ｏ
Ｐ
Ｍ
か
ら
独
立

し
た
企
業
と
し
て
Ｕ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
（U

nited States Investigations Services
）
が
あ
る
が
、
内
部
告
発
を
し
た
ス
ノ
ー
デ
ン
元
Ｎ
Ｓ
Ａ
職

員
の
ク
リ
ア
ラ
ン
ス
を
担
当
し
た
こ
と
で
、
釈
明
に
追
わ
れ
て
い
た
。See http://w

w
w

.usis.com
/M

edia-Release-D
etail.aspx? 

dpid=151.


